　三十万年前、人類の祖先がアフリカ大陸から、ヨーロッパ、ユーラシアに生活範囲を広げて行った。ピテカントロプスやネアンデルタールがそれである。彼らは、現生人類（ホモ・サピエンス）と進化の枝が違う。石器を作り、火を使う知的生命体だが、二千五百万年前に絶滅した。
　現生人類直系の祖先がアフリカを出たのは、五万年前。先住のネアンデルタールなどの旧人と接触し、交雑していったのか、先にいた種を絶滅に追いやったのかは定かではない。ネアンデルタールとホモ・サピエンスの違いは、どのくらいだったのだろう。両者のゲノムは、０，５％の違いがある。ちなみにチンパンジーと人間は、ゲノムの差が１，２％。ネアンデルタールと人間は、誕生したときの脳に違いがないが、誕生１年後からの発育に差があるらしい。その差が絶滅と繁栄という運命の分岐だったのかもしれない。

　では、いったい何が違うのかチンパンジーと人間の差から推測してみた。チンパンジーは、かなり知能が高い。人間の三歳児程度といわれている。道具を与えれば、チンパンジーも三歳児もそれなりに手に持って使う。では、何故チンパンジーは文明や文化を持つに至らないのか。決定的な違いは、道具を上手に使うかどうかではなく、チンパンジーの個体は、てんでバラバラに道具を振り回すだけなのに対して、人間の三歳児は、他者の行動を真似る。誰かがボールを足で蹴ったとする。それを見た他の者もボールを蹴るようになるのが人間。チンパンジーには、そういった行動がない。真似をするのが人間の特徴である。
　ネアンデルタールは、チンパンジーより人類に近い。だが、真似をすること。上手に真似が出来なかったのかもしれない。それは、想像するに意思伝達が人類より不得手だったのだろう。言語が確立していない時代は、きっと動作で意志を伝えていた。それを上手く真似て、他の者に伝えることが出来るかどうかで差がついたのかもしれない。
　ネアンデルタールは、上手に意思伝達をする新しい種族をどう見ていたのだろうか。高い情報伝達手段を持つ新種族は、彼から見れば魔法のように思えたかもしれない。新種族が古い種族を武力で駆逐したとは思わないが、遅れた旧種族は次第に棲家を無くして行ったのだろう。

　現在、地球上にいる知的生命体は、我々人類だけである。これから進化した人類の登場は、たぶんないだろう。しかし、全く違う知的生命体が登場しないわけではない。その進化のしずくは、誰も知らないうちにその数を増やしているかもしれない。

第六話
　琵琶湖から舞い上がり、月に向かったシャトルは、細長いアンドロメダの船体に近付いていた。スミレは、ドッキングのための操作をしながら、初めてアンドロメダに乗り込んだ時のことを思い出していた。思い出すといってもこの時代より百年後なのだから、昔を思い出すのではない。未来を思い出すことになる。だが、スミレにとっては過去のこと。ややこしい話だ。と、スミレは苦笑い。２１００年のクリスマスイブ、ペガサスの臨時副操縦士になり、巨大な飛行船スワンレイでの遠隔操縦。大晦日のアクロバット飛行。そして、アンドロメダを偵察する任務。ペガサスに乗ったときは、絶好のチャンスだと思ったのだが、ピンチの連続じゃないの。あの時、さっさと帰れば良かった。
―２１０１年１月５日―
　地球公転軌道上を巡るアンドロメダのブリッジでは、スミレと浩太が宇宙船オライオンで起こった破壊工作事件のファイルを読み終えるところだった。

「うーむ、この破壊工作を仕組んだのは、いったい何者なのだろう」

　この事件に興味を持った浩太は、別のファイルを開いた。それは、S.D.O（宇宙開発組織The space development organization）傘下にあるグループのファイルだった。どこかのグループに内通者がいる可能性が高い。タケルが未来から来たというのなら、浩太が生まれてから二百年経っても人間の行いは、たいして変わらないことになる。何か新しいことを成し遂げようとすれば、必ず足を引っ張るものがいる。浩太たちは、人類で初めて火星に立つ予定だった。あれがこのような事態に発展するとは、なんとも心苦しい。浩太は、事件より火星開発がどうなったのか知りたくなった。そこで、事件のファイルを閉じようとしたとき、浩太が開く以前にファイルが開かれたのが、事件後十年たっていることに気が付いた。
「あれ、このファイルは事件が起こってから十年後に開かれている。どういうことですか」

「事件がこの現象に関係があるかもしれないと考えて読み直したのだよ」

「中佐がタイムスリップした出発点は、この事件から十年後、つまり西暦２２００年８月１７日ってことですね。」
「そう、そのとおりだ」

　タケルと浩太が話している傍らで、スミレが呆れ顔で見ていた。

「ねえ、ねえ。浩太もタケルさんも普通に会話しているけど、これって大変なことでしょ。猫に仕組まれた爆弾とか、そんなことより、時間移動のほうが不思議でしょ。信じられないんだけど。タイムスリップなんか。私がオカシイのか、あなたたちが変なのか。それとも、すごーく手の込んだ冗談なの」

　浩太が口を開こうとしたが、タケルが先に話を始めた。
「そう、そうだよ。スミレの反応が自然だ。むしろ、何も疑問に思わない浩太のほうが私には不思議だ」

　百年未来のファイルを見ているとういのに、まるで昨日起こった事件のように考えている。書かれている内容もこの時代に無いことが多い。

　浩太は、自分に起こったことを話すつもりは無かったが、行きがかり上黙っていられない。

「僕は今現在、連合宇宙軍大尉だけれど、本当は違う。スミレさん、エクスペディションを知っているね。火星軌道上で行方不明になった宇宙船だ。エクスペディションは、重力異常で破戒された。理由は不明。僕は、そのとき船外にいた。そして、不思議な光の泡に包まれた。もうダメだと思ったけど、気が付いたら宇宙軍のペルセウスコロニーにいた。だから、本当はスミレさんが生まれる八十年前に生まれた。君が見た僕のデータは、宇宙軍が作った偽物だよ。もちろん、不老不死ではない。実際に過した年月は、二十五年だけど」

　

　確かにエクスペディションのことは知っているが、スミレはそう簡単に浩太が言うことを信じられない。だが、浩太もタケルも嘘を言っているようにも思えない。確かめる方法も思いつかない。確かなものは、この宇宙船アンドロメダは、スミレが知る範囲を大きく上回る技術で作られていることだ。これをどう解釈すべきか。スミレは、浩太からタケルに視線を変えた。タケルも信じられないといった顔をしている。タケルが生まれたのが百年後ならば、エクスペディションのことを知らないかもしれない。いや、それも確かではない。スミレは、頭を抱えた。

スミレの悩みを一番良く理解しているのは、２０１８年から２１００年にタイムスリップした浩太だ。
「スミレさん、僕は二十世紀末期に生まれた。そして、百年ほど違う時代に飛んだ。何もかも違う。知人の殆どがいない。今、更に百年未来の宇宙船に乗っている。アンドロメダは、明らかに君が知っている世界の宇宙船とは違う。僕もこの時代で目覚めたとき、何もかも疑い信じられなかった。でも、僕が触れたこの時代のテクノロジーは、何もかも本当に進歩していた。僕が二十世紀に生まれた人間だということが信じられなくても、中佐が未来から来た人間だと信じられなくても、アンドロメダは映画のセットでも夢の中でもないことは理解出来るだろう」
　浩太にそう言われたスミレは、アンドロメダの操舵席に座った。もし、これが本当に未来から来た宇宙船なら動かしてみたい。本当にどれほど進歩しているのか知りたい。タイムトラベルのことを考えるより、自分の専門であるところから始めよう。
「これが操舵装置ね」

　タケルは操舵訓練用プログラムを起動させた。

「実際に動かしてもらっては困る。まず、これで練習してからだ。通常エンジンを使った操舵は、それほどこの時代と変わっていない。出力は段違いだが」

　スミレの前にプログラムのメニューが浮かんだ。メニューの欄外にアンドロメダが持っている特有のクアドラブの説明書が有った。原理は理解出来るが、スミレの知識では不可能としか思えない。

「もし、こんなことが出来るのなら、それこそ世界が変わってしまう。宇宙観がまるで違う。」

　浩太もスミレの後ろから、それを読んでいた。

「この宇宙船があれば、世界を征服出来るな。どこか一国が手に入れたら、大変なことになる」

　そう考えたのは、浩太だけではない。タケルは、二人にこの時代に現れてからのことを話した。最初は、地球の周回軌道に乗った。それを米軍の偵察衛星が捕捉した。探知されたことを知ったタケルは、周回軌道から離れることにした。その時、アンドロメダの通常エンジンが放出するエネルギーで偵察衛星を破壊してしまった。そして、今の軌道に移ったのだが、敵だと考えた米軍がトルネードを使った。トルネードが放った核ミサイルは、アンドロメダに傷ひとつ付けられなかった。

「みょうじょうの光学望遠鏡は、それを映したのね。米軍としては、面目まるつぶれってとこかしら」

　スミレがタケルの説明を聞いている間、浩太は別の席でアンドロメダの防衛装置を調べていた。
「なるほど、このクァドライブは、素粒子サイズのワームホールを形成する。その出口と入り口を交互に並べれば、フォースフィールドが出来る。そのフィールドの密度が高ければ、至近距離の核爆発をも跳ね返すシールドになる。トルネードの核ミサイルがガラスに当たる水滴のように跳ね返されたのは、高密度のフォースフィールドに当たったからか。それと、これを利用したら擬似的な重力が作れる。人工重力ってそういうことか。重力を制御出来るのと違うのか」
「藤原大尉、がっかりさせてすまないが、まだそこまで発達していない。ただ、クァドライブを応用した重力装置をアンドロメダに装備することは、多くの者が反対した」

　浩太がタケルの言葉を遮るように指を一本立てた。

「そら、そうでしょう。無重力という名の天国を地に落とすようなもの。人間は、一度楽を覚えたら、それを手放そうとはしないでしょう」

　タケルは、そのとおりだと言うように笑みを浮かべた。浩太が何かを思いついたようにアンドロメダの船内案内図を呼び出した。

　浩太が船内案内図を調べ始めたので、スミレは航行訓練プログラムに戻った。

「タケル、この船にシャトルは無いの」

「ああ、あるよ。それらの訓練もプログラムがある」

訓練プログラムには、アンドロメダの操舵方法の他に搭載されている各種の航空宇宙機を操縦するためのプログラムもあった。そのどれもペガサスの操縦装置とあまりかわらない。人間の手足が二本で、それぞれ五本の指があることが変化しない限り、同じような操縦装置になるようだ。格納庫に並んだマシンたちは、パイロットのスミレにとって宝の山に見える。どれも見たことがないほど美しい。その中に無骨な戦闘機があった。機体に傷が付いている。
「これは、戦闘機のようだけど、外見上だけで判断すれば、今の時代のようね」

「そう、そのとおりだ。この時間より十年前にソマリア上空を飛行していたのをアンドロメダのセンサーが捉えた。米軍の戦闘機から攻撃を受けて不時着したのを持ち帰った。この時代には無いテクノロジーが使用されていた。それをセンサーが感知した」
　どういうことなのか、スミレは理解しかねていた。今、現在より十年前に一度アンドロメダが現れたのか、それとも十年前からここにいるのか。

「良く分からないわ」

「アンドロメダは、今より十年前にタイムスリップした。ほんの数時間だけだった。幸い、その時は発見されなかった。おそらくレーダーの性能が今より劣っていたのだろう。そして、昨年の１２月に地球付近にスリップした」

「それならもっと過去にアンドロメダが現れて、その技術を誰かが盗んだことになるわね。でも、それはないのでしょう」

タケルも未来の技術が使われた理由については、はっきり分らないという。一つの仮説として、アンドロメダがタイムスリップしたときに船体の一部か、何かの装置がこの時代の別の場所に現れた。それを誰かが拾ったのかもしれない。もう一つ、アンドロメダのタイムスリップに他の宇宙船が巻き込まれた可能性もある。

「ねえ、タケルさん。アンドロメダがタイムスリップしたとして、その原因を知りたいのだけど、どうして詳しく話そうとしないの」

「そうだな。はっきりしない。覚えているのは、気が付いたときは私一人だけだった。頭から血が出ていた。記憶を失っていた」

「ウソでしょ」

「ああ、ウソだ。あまり未来のことを君たちに話すことは、君たちの人生にとって良くない。藤原大尉のタイムトラベル話を鵜呑みにすることも危険だから。それで、詳しいことが話せない。この次にタイムジャンプが起こる前に地球に戻ってもらうつもりだ」

「じゃあ、どうして私たちを迎え入れたのよ」

「それは」

「ほうら、やっぱりあった」

　浩太は船内案内図の一部を指差して言った。
「風呂、浴槽がある」

　浩太が見つけたのは、船長室に付属する浴室だった。スミレは呆れて席を立ち、腰に手を当てて浩太を睨んだ。

「ねえ、大尉さん。あなたは、任務で来ているのよね。風呂を探して何をしようというの」

　浩太も立ち上がった。

「そら、風呂に入るのに決まっている。宇宙船内で風呂に入れる。人工重力装置の一番の恩恵や。おまけに船長室近くには、ここからアッという間に行ける装置もある」

　そう言った浩太は、ブリッジの何もない場所に移動した。

「ほな、ひとっ風呂浴びて来るわ。ここの真下。行って来ます」
「あ、待て。船長室に入るには・・・」
　タケルの言葉が終わるのを待たずに浩太の姿は、床の中に消えてしまった。

「・・・船長のＤＮＡが必要だ。と言いたかったのだが」

　スミレは操舵席に戻っていた。

「ほっとけば良いわよ。直ぐに泣いて帰って来るわ」
　船長室の前に立った浩太は、どうやって入るのか分らなかった。「船長」と壁に書いてあるのだが、ドアらしいものがない。もちろん、窓もない。

「音声か。開け」

　何の反応もない。

「もしもし、誰かいますか。インターフォンもないのか。しょうがない」

　浩太は、船長と書かれた文字の下を両手で押してみた。浩太の手のひらが壁に触れた瞬間にドアを表すような黄色い枠が浮かんだ。ドアの位置は、黄色い枠で分ったのだが、全く開く気配がない。ブリッジや格納庫に簡単に入れたのは、公共の場であって、船長室に入れないのはカギが掛かっているのだろう。そう考えた浩太は、

「まさか、牛乳箱の中にカギがあるってことはないよな」

　そう言いながら、黄色い枠の内や外を手で探った。しかし、何の反応もない。
「うーむ。なかなか厳しいな。おーい、誰かいませんか」

　誰も居ない部屋から返事が来ると思っていなかったのだが、壁をひっかくような音が微かに聞こえた。位置は、下のほう。足元だ。膝をついて音がする場所に耳を当てた浩太は、聞き覚えのある鈴の音を感じた。ずっと昔、少年時代の懐かしい風景と共に思い出した。夏のある夜、浩太の家にやって来た猫は、夕顔と呼ばれるようになり、いつのまにか住みついた。
　浩太が思い出したのは、まだ残暑が残る二学期の初め、物置に夕顔が閉じ込められていた。どうやって入ったのか分からないが、夕顔の力では横開きの入り口を開けることが出来ない。それに気が付いたのは、耳の良い浩太だった。その時と同じように声をかけた。
「夕顔、夕顔か。出たいのか」

　浩太の声に答えたのは、船長個人用のコンピュータだった。

「・・・猫が出たがっています」
「どうすれば良い」

　質問の意味が分らないのか、コンピュータは沈黙してしまった。

「そうか、質問が悪かったか。では、このドアは、どんな安全装置が付いているのか。また、その解除方法を答えよ」

　コンピュータは、何も答えない。鈴の音は、激しくなっていく。夕顔があせっているのだろう。壁に触れるほど耳を近づけ浩太は、音の出所を探していくうちに腹ばいになってしまった。夕顔も浩太の気配を感じたのか、鈴の音が大きくなっている。
「ここや。おーい、夕顔、聞こえるか」

　腹ばいになったままの浩太は、耳を壁に当てた。微かに空気が漏れる音がして、猫が通れるくらいの四角い穴が開いた。浩太は、あの時のように手を穴の中に入れた。最初、夕顔のヒゲが指に触れ、前足が浩太の掌に乗った。
「よし、よし。出ておいで」

　ゆっくりと手を引き抜いた浩太の前に夕顔が現れた。夕顔を抱き上げた浩太の瞳は、既に濡れていた。火星軌道上で一度は命を無くしたと思った。医療室で目覚めたときは、これで助かったと思った。ところが、エクスペディションの事故は、遠い昔の伝説になっていた。信じられなかった。知人の誰も生きていない時代になっていた。独身だった浩太には、当然子孫などいない。純も冥も良隆もいない。世代は、既に彼女たちの孫になっていた。姉が生きていたのは、本当に奇跡だと思った。今、夕顔に触れて、楽しかった思い出が蘇る。浩太に抱かれた夕顔の目は、涙を流す浩太の顔から天井に向けられた。
「ハロー」

　浩太の目の前に四角いコンピュータディスプレイが出現した。はっきり映らないが、ぼんやりとした顔のようなものが浩太を見ていた。
「おまえ、誰だ。何者。名前は」

「私は多方向原子変換機のインターフェイス」

「ふーん、長い名前やな」

「私を開発した人たちは、モジュレータ-α-ＬＫと呼んでいる。」

「それでも長い。ニックネームとか源氏名とかないのか」
「ゲンジナとは何だ。」

　浩太は、軽く手を振った。

「源氏名のことは、気にしなくて良い。多方向原子変換機のインターフェイスの他に呼び方はないのか。ポチとかミケとかティルクとか」

「ユカは、Modulator　A（α）-LKを略してＭＡＬＫ、マルクと呼ぶ。タケルもそう呼ぶ」

「マルク、うん、それにしよう。僕のことは浩太と呼んでくれ。ところでマルク。船長室に入りたいけど、どうすれば良い」

「いつでも入れる。YUKA-O（ゼロ）が浩太のＤＮＡを認識した」

「YUKA-Oって、夕顔のことか。知らなかった。どういうことなのか。」

「YUKA-Oは、ユカが作った猫型のアンドロイド。ユカゼロ型、初号機だ。ユカは、ネコロイドといっていた。」

「ふーん、ネコロイドか。うーむ、夕顔もタイムスリップして来たのか。待てよ。っていうことは、あの日に夕顔がいたってことで、夕顔は二百年の時を超えて僕のところに来た。で、今はあれから百年後で・・・」

　壁が突然消えた。ユカの部屋は、淡く白い照明で昼下がりの茶室を思わせる。
「た、た、畳の部屋か」

　夕顔を抱いて靴を脱いだ浩太は、畳敷きの部屋に上がった。奥にもう一つ部屋がある。そこが浴室だった。ヒノキの香りがする浴槽は、程よい温度の湯が溜まっていた。夕顔を放した浩太は、服を脱いで湯船に浸かった。夕顔は、部屋を出てどこかに消えた。
「ふう、ええ気持ちや。マルクも入るか」

「私は入浴を必要としない」

「冗談や。それより、夕顔のことだけど、ネコロイドなのに餌を食べてたし、それに本物のように眠っていた。どうして餌や睡眠が必要なのか。それから、動力源はどうなっている」

「それは、外皮が有機物で出来ている。有機質の外皮は、つねに新陳代謝を繰り返す。だから、補給する必要がある。再生に約八時間掛かる。動力は光発電だ」

「なるほど、それなら理解出来る。けど、スゴイ技術やな。それに、成長するのか」

「いや、夕顔には成長機能はない。後継機のアンカーには、成長機能があった」

　アンカーと聞いて驚いた浩太は、浴槽で立ち上がった。アンカーとは、船の錨を意味する。
「何、アンカーってもしかして犬か。アンカー、錨の模様がある犬型アンドロイドか」

　イカリも人工のものだったのか。しかし、イカリは成長して行った。それから老いて浩太が宇宙に旅立つ前に生涯を閉じた。その疑問にマルクが答えた。

「そうだ。子犬から成長していく機能を持っていた」
　浩太の目の前にアンカーのデータが浮かんだ。外観の画像は、間違いなくイカリの姿だ。製造されたのは、西暦二千二百年七月七日。持ち主は、アンドロメダ操舵長のスチュワート。アンカーとスチュワートは、共に行方不明。
　信じられないが、あのイカリも機械だったのか。浩太の心拍数が急激に上がった。ここに失ったものがある。もう一度、イカリを作ることが出来るかもしれない。それにしてもアンカーとイカリ、同じ意味の名前だったのが不思議だ。背中の模様が錨のようだから、父がそう名付けた。あれは自然に出来た模様ではなく、製作される時にデザインされていたのか。

「マルク、アンカーの背中にある模様は、誰が考えたんだ」

「誰も考えてない。製作過程に不規則性を与えた結果だ。宇宙船の乗組員たちは、船に関係がある錨模様を喜んでいた」
　不規則性は、同型の固体を識別するために導入されたのだが、それが個性となり、犬型アンドロイドを求める者たちの喜びとなった。どんな犬が誕生するのか不明な点が面白い。その不規則性によって、足が速い犬もいれば、鈍足で動きが鈍い犬もいた。繁殖能力はないが、外見上の性別もある。本物となんら変わりない。イカリと夕顔が人工動物の驚きだが、マルクも実に不思議だ。はっきりした姿はない。しかし、人と話しているような気分になる。人型にしても良いはずだ。それともインターフェイスだから、その必要がないのだろうか。ただ単に反応をプログラムされているだけなのだろうか。
　人類は、もう進化しない。そういう説がある。生物は、環境の変化に合わせて進化していった。もしくは、環境に適応する進化をした生物が生き残って来た。人類が生存するには不適当な環境であっても、生存可能な環境をそこに作ってしまう。海中を行く潜水艦も。鳥のような翼を持たないが、薄い大気の中でも呼吸可能な装備を持つことで天空を鳥より高く飛べる。その最たるものが宇宙船だろう。ふと、人工動物の夕顔とイカリの姿が脳裏に浮かんだ。そして、マルク。マルクを人工動物にコピーすることが出来ないだろうか。その複製を作り、宇宙船に乗せる。寿命は、人間よりずっと長い。その宇宙船が遥か彼方の惑星に到着する。そこで人工動物は、環境に合わせて進化するのだろうか。マルク＋人工動物が生命体と同じだとしての話だが。

「なあ、マルク。本物の犬や猫と見分けが付かないのなら、君はどうなんだ。インターフェイス、キーボードとディスプレイが発展しただけなのか。それとも人間のように考えるのか」

「人間のようにとは、どういう意味だ」

「人間のようにとは、つまり自我があるか。どうか」

「自我とは。自我の定義にもよる」

「そうやな。自分で問題を作る。あるいは疑問を持ち、その回答を自ら得ようとする」

　しばらく間があった。高性能コンピュータにしては、回答が遅い。浩太は、質問を変えようかと考えた。

「えっと・・・」

「私は、船の全てを理解しているが、不明な点があれば疑問を持ち、それを解決しようとする」
「なるほど、限定された問題に取り組むことが出来る。そういうことか。」

「そうだ。だが、ときに枠を出ることもある。今がその時だ。乗員がいない船では、乗員のように振舞う。タケルを補助するためだ。乗員の行動パターンを覚えている。行動するときにそれを応用する。浩太が船長室の前で、うろたえていたのを感知した。誰の命令も受けずに浩太の手助けをしようと考えた」

「考えた・・・か。つまり、僕を助けに来た。で、何か今疑問があるのか」

「どうして、そう思う」

「用が済んだのに、まだここに居る」

「そう、そのとおりだ。これを見てくれ」

　湯の上に一つの機体が浮かび上がった。一目で戦闘機と分る。その映像を回転させてみた浩太は、機体の損傷部に目を止めた。爆発物、ミサイルや爆弾が至近距離で破裂したときの傷だ。焦げ跡が機体側面に長く尾を引くように付いている。発散した金属片が機体に無数の穴を開けているが、どれも致命傷になるような傷ではない。多少煙を吐く程度で、墜落はしないだろう。脚さえ出れば着陸も可能だが、他の傷を見たところ、不時着して横転したようだ。パイロットが負傷したか、慌てて着陸に失敗したか。

「マルク、これのパイロットはどうなった」

「パイロットは乗っていなかった。遠隔操縦か自動操縦だ」
「あるいは、その両方か。近接弾の破裂は、たぶんマグシールドだろう。レールガンや機銃は避けられないが、誘導弾なら直撃寸前に爆破出来る。ただ、問題点がある。シールドの有効時間が限られている。二秒以上シールドを使用すれば、自らを墜落させることになる。シールドというより、妨害装置だ。発明者がカッコつけたくてマグシールドと名付けたらしい」

「マルク、機体のデータは残っているのか」

「物理的に損傷していた。砕かれたデータチップの修復を試みたが、解析出来る状態ではない」

「それで何が知りたい」

「まず、外観の損傷のわりに内部の損傷が激しい。なぜ・・・」

　浩太は、何度も頷いた。

「ああ、わかった。パイロットが脱出する前に破壊した。もしくは、自動的にね」

　更に浩太が続けた。

「うむ、マルクに自我があるかどうかは、もうちょっと考えてから結論を出すことにしよう」

「どういう意味だ」

「あれ、気を悪くしたか」

「いや、そうではない。自我があるのとないのでは、どう違うのかを知りたい」

「そうやね。自我があるなら友達になれる。なければ道具、あるいは召使いとして扱う」

　マルクは、浩太の話を理解出来なかった。そのような疑問を持ったことがない。また、尋ねられたこともない。

「マルク、マルちゃん。どうしたの。話が見えないのかな」

「話、それは見るものではない」

「聞くものだと言いたいか。俺が悪かった。この言い回しは、時代遅れの死語になってしまったか。自我がどうこうのことは、やめることにしよう。自分でも自我と表現したのが正しいのかどうかあやしい。話を本題に戻そう。他にも疑問がありそうだな」

「了解」

　第二のマルクの疑問は、その戦闘機が搭載している通信機を修復したところ、日常的に使われていた周波数が特定出来た。周波数が特定出来れば、こいつを飛ばしていた者の正体が判明するかもしれない。
「それで、それはどこの誰だったか判明したのか」

「いや、まだだ。タケルは、情報を得るためにアンドロメダを地球に接近させたのだが、それに至らなかった。そこで、シャトルを使い地球に下りた」

「なるほど。それでも情報を得られなかった訳だ」

「そうだ。それでこれを見て欲しい」
　空中に意味不明の単語が並んだ。戦闘機が使用していた周波数と同じ周波数で発信されたものだった。しかし、意味不明の文字が並ぶ。
「マルク、これは暗号か」

「暗号を解読した結果だ」

「なに。解読してこれか」

　浩太は、無駄と思いながら並ぶ文字を頭の中で整理しようとした。この超高速コンピュータでも解明出来ないものを人間が出来るわけがない。しかし、何故マルクは、これを浩太に見せたのだろう。

「マルク、コンピュータで解読出来ないものをどうして僕に見せる気になったんだ」

　また、マルクの返事に間があった。

「それは、言えない」

　軍事機密か。それともタケルが必要以上に未来のことを話したがらないのと同じだろうか。浩太自身の将来に関わるのかもしれない。では、タケルのことはどうだろう。

「なるほど、理由はあるが言えないのだな。質問を変えよう。タケルは、どうしてアンドロメダと共に時間旅行を続けている。帰るあてのない旅なら、適当なところで旅を止めたほうが良いではないか」

　この質問に対しても間があった。

「タケルは、未解決の事件を解決しようとしている」

「未解決というが、まだ起こってないことだろう。そうじゃないか」
　浩太は、間髪いれずに質問を繰り出したが、これにも間があった。

「起こりうる事故を回避するためだ」

　マルクの発言は、何かに突き当たるように途絶えた。

「マルク、話せるのはそこまでとういうことだな」

「そうだ。そのとおりだ」

「マルク、どうして間がある。答えにくい質問に対して」

　この質問には、直ぐに応えた。

「他にやることがある」

「なに、こうやっている間に他のことをしているのか」

「浩太もそうしている。私と話すのと同時に暗号を読んでいる」

「なるほど、そのとおりだ」

　マルクの話を聞きながら浩太は、暗号を解読しようとしていのだが、全く意味不明だった。

「本当に解読したのか」

「そうだ」

「うーむ、わからん。では、元はどういうものだ」

　また空中に文字が並んだ。ＳＳ、２Ｆ、ＦＦ、フォーク、エンドラン。

「これが元か。あれ、これは野球か」

「野球とは、なんだ。」

「ボールを使うスポーツや。あっ、思い出した」

「何を思い出したのだ」

「今、説明する。その前に見たいものがある」

　湯船から出た浩太は、いつのまにか壁に掛かっていたタオルを掴んだ。体を拭いた浩太は、服を船長室から出た。
「マルク、格納庫に案内してくれ。回収した戦闘機を見たい」

「矢印に沿って行けば辿り着ける。私は、第二格納庫で待っている」

「歩いて行くのか。ブリッジから船長室デッキまで通じている、どこでもドアは無いのか」
「どこでもドアとは、何のことだ」

「磁気高調波制御リフトのこと」

「ない。ブリッジと船長室だけだ」

「あ、そう。了解」

　

　アンドロメダの基本構造は、円筒形になっていた。大気の影響を受けないのだから、どんな形状にしても差し支えないが、建造しやすい円筒形になったのだろう。矢印に先導されて歩く浩太は、通路の壁を時々叩いてみた。壁や通路の材質は、金属に樹脂を塗装してある。一定間隔でクルーの名前があったが、ノックしても反応がない。船長室のように開かないようだ。
　矢印が左に曲がった。壁が上下左右に開き、左方向に小さな部屋が現れた。矢印に導かれるまま、浩太が部屋に入った瞬間、それが上向きに動き出した。そして、今度は横に移動している。
「なるほど、ターボリフトか」

　リフトが止まったのは、格納庫の端だった。広い。ジャンボジェットが何機も収納出来るくらい広い。ペガサスからアンドロメダを計測したときの計測値に現れた最大直径が、ここなのだろう。そこにポツンと傷ついた戦闘機があった。リフトから出ようとしたとき、マルクの声が聞こえた。
「浩太、リフトから出るときに気をつけろ。ここには、擬似重力装置がない」

「ご親切にどうもありがとう。確かに宇宙機の格納庫なら、重力がないほうが便利だな」

　リフトの床を蹴った浩太は、戦闘機に向かった。漂う浩太をマルクの幻影が寄り添う。ぼやけたホログラムは、何か言いたげに浩太に付いて来る。

「マルク、どうした」

　マルクの幻影は、浩太の前に回った。

「グリップシューズがリフト入り口の横に有ると言いたかったのだが、その間もなく浩太が飛び出た。グリップシューズで便宜上の床面を歩くことが出来る」

「それで、何か問題があるのか」

「浩太、どうやって止まるつもりだ」

「心配ない」

　そう言った浩太は、体を丸めた。そのまま直進する。戦闘機に衝突する寸前に両手足を伸ばした。空気抵抗で減速した浩太は、戦闘機の横にあるコンピュータ端末に辿り着いた。マルクの幻影は、浩太の身のこなしに感心したかのように頷いている。
「浩太は、Ｂ・Ｓボールが得意なのか。タケルのような動きだ」

「Ｂ・Ｓボール。知らないな。何のことだ」

「宇宙船内で行う競技だ。」

「ほう、面白そう。今度一緒にやろう」

「私には無理だ」

　謝るように手を上げた浩太は、端末を起動させた。

「さて、塗装の赤外線スキャンの結果は、っと」

「浩太、そんなスキャンは行っていない。装備について調べるのが目的だった」

「ならば、これからやろう」

　結果は、一瞬で出た。

「スゴイいな。あっと言う間もなくか」

　塗装の表層は、予想通り電波を吸収しやすい灰色のグラファイト合成塗料だった。その下は、マグシールド皮膜。更に最下層、見逃してしまいそうな小さな染み。浩太は、それを拡大した。機体に直接描かれた星型の中央にＺと印したマークが浮かび上がった。この戦闘機は、特定されることを避けているはずだが、製造者はどこかに意思表示をしたいものだ。
「なあマルク、このマークがデータの中にないか」

　マルクの返答が、また少し遅れた。

「浩太、メンテナンスの時間だ。しばらく話が出来ない」

「メンテナンスって、マルクがするのか」

「直接ではない。小型のマシンを使う。それらに指示を出す」

「話ながら出来ないのか」

「私の本来の任務は、船長の意思をクァドライブに反映させることだ。違う目的を同時に果たすことは得意ではない」

「そうか。いってらっしゃい」

　マルクの幻影が消えた。広い格納庫に一人残された浩太は、アンドロメダのデータバンクを開いた。マークを検索している途中、開かないデータがあることに目を止めた。クァセンサー記録。アクセスには、大佐以上のＩＤと掌紋及びＤＮＡ承認が必要だと表示が現れた。大尉では、到底及ばない位のＩＤを求められている。ダメで元々、浩太は自分の宇宙軍ＩＤを入力してみた。当然、拒否されると思っていたが、予想が外れた。コンピュータには、同じＩＤのデータが有るようだ。これは、あり得る。アンドロメダが未来から来たとして、宇宙軍の血を引いているのなら浩太のＩＤが存在しても不思議ではない。次にディスプレイに手形が浮かんだ。浩太は、手をそこに当てた。掌紋とＤＮＡが読み取られていく。当然、アクセスを拒否されると思っていたが、浩太のＤＮＡが承認された。浩太は、思わず声を出した。
「ど、どういうことかな。何かの間違いか」

同じＤＮＡを持つ人間の確率は一兆分の一以下。ありえないことだ。コンピュータのエラーだろうか。理由はともかく、センサー記録が開示された。クァセンサーは、極微小のワームホールを作り、遥か彼方にある空間を一瞬で調べることが出来る極長距離センサー。これを使って通信も出来るようだ。記録によれば、西暦２２００年８月１７日、ＳＡＢ標準時12：05：25が最後になっていた。時刻に続き三桁の数字が二組並んでいる。おそらく方位か座標を表すものだろう。三次元の宇宙空間を表すのに二組で位置を特定しているとは思えない。宇宙船を中心にした相対方位だと思われる。続いて詳しいデータが並ぶ、カシオペア-δ（デルタ）、距離七十五光年。第四惑星公転軌道上、ルナＭｋ２３７型シャトル。生命反応１。
次のデータは、ＳＡＢ標準時12：01：14。同じく方位数値が並んだ。火星軌道上、船名不明の宇宙船、生命反応６。銀河系を調べるクァセンサーは、太陽系内でいったい何を捕らえたのか。「画像を出すか」と、コンピュータが浩太に尋ねている。
「出せ」
　少しぼやけているが、忘れようもない宇宙船の姿が現れた。エクスペディションだ。更にデータが続く。高機能宇宙服、生命反応１。浩太が乗っていたゼロだ。何故だ。クァセンサーは、過去を映すのか。目を閉じた浩太は、あの日のことを思い出そうとした。そうだ、泡に包まれた。あれは、アンドロメダから来たのか。もし、そうであるなら、あの時点に戻れるかもしれない。しかし、それをどう調べれば良いのか。こんなとき、リリィがいてくれたら、不可解な事象を説明してくれるかもしれない。
考え込む浩太の手は、ディスプレイから離れ腰のポケットに何気なく触れた。ポケットの中には、ペガサスに乗った初日に入れたままのリリィが作ったゼロのリモコンだ。リリィ、そうだ。ゼロのデータが、リモコンに保存してある。リリィがゼロのコンピュータが故障した場合に備えて、常時リモコンにデータを搬送するように作った。ゼロのデータと照合すれば、何か浮かび上がるかもしれない。だが、この端末が読めるのだろうか。疑いながらリモコンの電源を入れた。当然だが、何も起こらない。ディスプレイを見ても読み取り機能が見付からない。浩太は、昔見たＳＦドラマのように端末機に呼びかけた。

「コンピュータ、このリモコンからデータをダウンロードしろ」

　効果があった。ディスプレイにゼロのデータが次々と並ぶ。

「おお、当り。次は、アンドロメダとゼロの接点を出せ」

　検索結果は、一瞬で表示された。ゼロの機体には、クァシールドに接触した痕跡がある。
「クァシールドとは、何のことだ」

　クァシールド、原子核崩壊抑制装置とその効果の総称。クァセンサーに導かれた特殊なフィールドが、微小ワームホールから送信されてくる物質の再構築時の崩壊を食い止める。浩太が乗ったゼロは、このシールドに捕らえられた。エクスペディションが破壊されたのは、シールドから逃れようとした結果だった。浩太は、あの時、チェハーを含めた乗員を助けるつもりが、自分だけ助かったことを悔やんでいた。自分の行動が、彼らを死に追いやったのかもしれないという悔いが、常に付きまとっていた。だが、違った。アンドロメダの装置のせいだった。少し気が楽になったが、クァセンサーやシールドがエクスペディションに影響を与えたのか疑問が残る。アンドロメダは、タイムマシンとして設計されていない。
「事故か。コンピュータ、事故が起こったのか。何故、それをタケルが隠すのだ」

　ディスプレイが固まった。マルクのせいか。
「マルク、隠れてないで出て来い」

　マルクの幻影がディスプレイの横に現れた。

「浩太、そこまでだ」

「あ、これからが重要なところ。もう少し」

「ダメだ。未来のテクノロジーを知り過ぎれば、世界に混乱を招く。危険だ」
「誰にも言わないから、簡単に説明してくれ」

「それは、命令か」

　意外な言葉だった。マルクは、浩太の命令に従うのだろうか。

「最小限で良い。説明しろ。これは、命令だ」

「事故だ。以上」

「以上って、それだけか。もっと詳しく説明しろ。命令だ」

「命令に従うとは、言っていない」

「あっ、そ。気をもたせやがって」

　これ以上言い合っても無駄のようだ。浩太は、話を変えた。
「それより、戦闘機のマークだ。少し形が違うが、見覚えがある。二年前。いや、百年くらい前のことだ」

　浩太の話は、サバイバル訓練の最中に起こった事件だった。訓練の想定は、地球帰還用のユニットが熱帯雨林に不時着。場所は、ソロモン諸島のレンパレ島。ほぼ全域を熱帯雨林が占めいている。小豆島より少し小さい。訓練を受けるのは、浩太とチェハー。リーダーのクロード。クロードは、エクスペディションの船長候補であり、地質学者である。国際宇宙ステーションでの勤務経験がある四十歳。もう一人は、ツゥインクル。ツゥインクルは、インド国営医大出身の女医で三十五歳。この四名が、模擬帰還用ユニットごとオーストラリア海軍フリゲート艦ニューカッスルからヘリで奥地に運ばれた。着陸地点から約八キロ北にある目的地まで行けば終了する。訓練開始時刻は、現地時間午前四時。予定通り行けば、午前中に終了する。
チェハーは、赤色灯ひとつの薄暗いユニットを見つめながら、
「ただ八キロ歩くだけか、訓練にならないな。まるで遠足じゃないか」

　そう言って笑った。その笑顔は、訓練開始直後に消えた。帰還用ユニットは、四名を載せた状態で深い森に下ろされた。着地の衝撃とヘリがワイヤーを切る音が、着地したことを乗員に知らせる。ユニットの形状は、底面が丸みをおびた円錐形になっている。アポロ宇宙船のような形だ。上手く着地したが、ヘリのローターが起こす風に振動している。その振動が止み、ヘリの音も消えた。クロードは、左胸のポケットに入っている通信機を取り出した。
「ニューカッスル、これから訓練を開始する」

「了解。定時連絡は、一時間後。では、良い旅を」

　通信機をポケットに戻したクロードは、ユニットのハッチを開け、蒸し暑いユニットから夜明け前のジャングルに出た。手順通りクロードは、周囲を見回した。

「暗くて良く見えないが、危険は無いようだ」

　クロードに続いて外に出たツゥインクルは、大きく息を吸った。

「草と土の臭い。やっぱり自然が良いわ」
　クロードとツゥインクルは、少し明るくなっている東の空を見上げた。生い茂る草木の間から輝く星が見える。

浩太とチェハーは、ユニット内に備えてある銃をケースから取り出していた。クロードが言った。

「そんなもの必要ないだろう」
　浩太は、黙ってカートリッジの弾丸を確認していた。チェハーは、横目でクロードを見た。

「ワニがいるって聞いた」

　クロードが笑っている。

「ワニがいるのは、海の近くだ。こんな奥地には、いない。だから必要がない」

　クロードは、二人を急かすようにユニットに顔を入れた。その時、かん高い金属音がユニットの上部から聞こえた。それが銃撃だと理解したのは、軍事訓練の経験があるチェハーと浩太だけだった。浩太は、銃を構えた状態でユニットから飛び出し、伏せの体制を取った。チェハーは、赤色灯を銃のグリップで割った。同時にチェハーの声。
「伏せろ」

　もう一度、弾丸が当たる音がした。チェハーは、ハッチに身を隠している。
「浩太、どこから撃って来たか判るか」

「ハッチから見て、十時の方向。低音の銃声が聞こえた。ベルギー製のアサルトライフルだ。サププレッサーと暗視スコープを装着しているのだろう」

「盗賊か」

「いや、この島は今無人のはずだ。それに盗賊ならサププレッサーを使わないだろう」

「ああ、そうだな。盗賊なら連射して俺たちが逃げた隙に、ユニットからお宝を盗むよな」

　他の二人は、深い草むらに息を潜めている。チェハーは、クロードに救助を求めるように言ったが、クロードの返事がない。ツゥインクルがクロード近寄ろうと立ち上がった。その時、弾丸がハッチに命中した。
「立つな。私なら大丈夫だ」

　その声は、クロードだった。また弾丸がユニットに当たった。ツゥインクルは、その場にしゃがみこんでいる。小柄な彼女の姿は、草の中に埋れた。クロードは、地面に勢い良く滑り込んだために腹を強打した。それで声が出せなかった。
「もう大丈夫だ。まだ胸を打った衝撃で息が出来なかった。今、連絡を取る」

今ならヘリは、そう遠くまで行っていない。数分で戻ってくるだろう。誰もがそう思った。
「壊れている」

　通信機は、クロードの胸のポケットに入っていたが、伏せた場所にささくれた堅い木の根があった。通信機が壊れたことは、深刻な事態ではあるが、それが無ければ根がクロードの胸を刺していただろう。
　浩太は、銃声が聞こえた方向を草の間からみながら、ユニットの中にいるチェハーに言った。
「相手は、一人だと思う」
「そうだな、今のところ一人だな。あっちの弾倉は、三十発。こっちは、二人合わせて十四発。おまけに有効射程距離が、こっちの六倍。もっとデカイ銃を持ってくれば良かったな」

「こっちの利点は、射手が二人」

「二手に別れよう」

　クロードがゆっくり二人の方に向き直った。
「二人とも無理をするな。定時連絡が無ければ、捜索隊が出る。模擬ユニットの中なら弾を防げるだろう」

　チェハーが軽くユニットを叩いて言った。
「クロード隊長、本物なら至近距離で撃たれても貫通しない。こいつは、ジュラルミンと合板で作った模型。この距離なら防ぐことが出来ても、やつが接近して一連射すれば全滅だ」

　浩太がチェハーの言葉に続けた。

「そう。敵は、こっちの出方を見ているのか、それとも仲間が来るのを待っている。もし、援軍が来ればどうしようもない。チェハーと反撃に出たら、ツゥインクルと隊長は、どこでも良いから逃げろ」

　クロードは、チェハーと浩太に同意しない。

「相手は、マシンガンだろう。勝てるのか」

　火力を考えれば、敵に勝てるわけがない。チェハーも浩太も理解している。出来ることは、救助が来るまで時間を稼ぐことだ。隊長のクロードは、へたに動くより、息を潜めて救助を待つほうが良いと考えている。チェハーは、こういう場合は、分散するのが基本だと反論する。

　黙って敵の様子を伺っていた浩太は、木の葉が立てる風音の中から、敵が動く音を拾おうとしていた。こちらが反撃しなければ、必ず距離を詰めてくる。暗視スコープでもこの生い茂る草木の間から正確な射撃をするには、かなり近づかなくてはならない。こっちの拳銃は、有効射程距離が五十メートル。そこまで接近してくれば、倒せる可能性がある。浩太の考えを読んだようにチェハーが言った。
「もう一発、撃たせるか」

　浩太もチェハーの考えを理解した。

「ペンライトか」

ユニットの中では、本来ツゥインクルが持っているはずの緊急医療用バッグからペンライトを取り出していた。クロードは、彼らが何をするのか全く理解していない。
「二人共、何をする気だ。無茶は、するな」

　ユニット内でライトを点灯させたチェハーは、ハッチから力一杯投げた。鈍い発射音が一発。ライトが落下した付近に着弾した。発射音から浩太が距離を掴んだ。
「約、百メートル。十二時の方向。逃げろ、チェハー」
　ハッチから飛び出したチェハーは、全力でジグザグに走った。開いたハッチからユニット内に三発撃ち込まれ、続いてチェハーを追うように連射された。浩太は、その反対方向に走り、くぼ地に身を沈めた。チェハーが走った方向の空は、少し明るくなっていた。大木の影が空に映る。チェハーは、その大木に隠れていた。
　敵の連射は、クロードに救助を待つだけでは助からないことを思い知らせた。ツゥインクルは、子供のようにしゃがんだまま震えている。クロードは、声を殺して言った。

「ツゥインクル、今度チェハーか浩太に向けて銃撃があれば、ユニットの背後に向かって走れ」

「そんなこと怖くて出来ないわ」

「じっとしていても撃たれる。二人が敵の注意を引きつけている間に逃げるんだ」　

　そう言われても、どっちが背後なのか。

「背後って、どっちなの」

「ペンライトの光が見えるか」

「ええ、見えるわ」

「その反対側だ」

　浩太の耳は、敵の動きを捕捉するために敏感になっていた。風の音、虫の声を省く。敵の足音が微かに聞こえた。近付いている。銃撃の間に敵も前進したようだ。こっちの有効射程距離内には、まだ遠いかもしれない。もう一発撃ってくれたら、位置がはっきりするのだが、その時は誰かが撃たれているだろう。その役は、チェハーが引き受けた。木の陰から続けて三発、弾丸を放った。それに驚いたのか、敵が大木に大量の弾丸を浴びせた。浩太には、敵がマガジンを取り外す音が聞こえた。今しかない。窪みから飛び出した浩太は、敵を威嚇するように大声を上げて走った。敵も慌てている。マガジンを上手く取り替えられないようだ。二十メートルほど走った浩太は、立ち止まり銃を構えた。一発、二発、三発目で相手が倒れる音が聞こえた。

　人を撃った。撃ってしまった。浩太は、その心理的衝撃に耐えながら走った。心と別に訓練によって身に付いた動作をしている。薄っすらと敵の姿が見えてくる。倒れている人間の荒い息が聞こえた。生きている。死なないでくれ。そう祈りながら、敵の傍に駆け寄った。浩太の足にアサルトライフルが触れた。それを踏みつけた浩太は、敵が仰向けに倒れている姿を見た。
「動くな」

　浩太は、倒れている敵に銃口を向けた。息がやけに荒い。薄暗がりの中、敵のボディチェックを行った。まず、腰から拳銃を抜いた。これを抜いていれば、倒れているのは浩太のほうだったろう。上着の上にボディアーマーを着用している。アーマーの胸には、弾丸が当たった形跡がない。浩太の手は、ズボンのポケットに触れた。棒状のケミカルライトが二本。敵が動かないように睨みながら、ケミカルライトを取り出した。
「抵抗するなよ」

　ケミカルライトを口にくわえた浩太は、片手で折り曲げた。ライトの灯りに敵の顔が、ぼんやり浮かんだ。恐怖なのか痛みなのか、苦痛にゆがんでいた。抵抗出来ないのを確認した浩太は、ライトを持った手で手招きをした。まず、チェハーが駆け寄った。

「あれ、どこからも出血していないぞ。浩太、どこを撃ったんだ」

「そうなんだ。でも、倒れたのは確かだ」

「とりあえず診てもらおう。ドクター、こっちに来てくれ」
「ちょっと待って」
　返事は、聞こえたのだが、ツゥインクルが動かない。クロードが傍に寄った。

「どうした。ツゥインクル、撃たれたのか」

「いえ、違うわ。脊柱起立筋が動かないの」

「せきちゅう、きりつきん。なんだそれは」

　ツゥインクルが首を振った。

「背中から腰にかけてある筋肉よ。何でも良いから起こして」

　クロードは、言われるままにツゥインクルを抱き起こした。ツゥインクルの脚は、全く力が入らないようだ。
「ツゥインクル、こんな状態で大丈夫か」

　ツゥインクルの症状は、初めて経験した銃撃戦による恐怖が極度のストレスを彼女にもたらした結果、腰が抜けてしまった。クロードも膝が震えている。この薄暗がりに加えて、膝が震えているのでは、彼女を抱えて歩けない。

「チェハー、浩太、どっちでも良い。手伝ってくれ。ツゥインクルが動けない」

　敵の腰からもう一本ケミカルライトを取り出した浩太は、それをチェハーに渡した。それを受け取ったチェハーは、クロードとツゥインクルが居るところに戻った。浩太の足元では、まだ敵の荒い息づかいがする。浩太は、ライトを敵の顔に向けた。肌は、日焼けと迷彩メイクで浅黒い。うつろな目、汗か涙か、痩せこけた頬が濡れている。顎の線は細く、それでいて張りがある。自衛隊の訓練や日米共同演習において、多くの兵士や士官を見て来たが、誰も力強い顔立ちだった。今、足元に居る敵は、小動物の様にか弱く見える。浩太より若いのかもしれない。

「おまえ、何歳だ」

　口は、動いているが声が出せないようだ。

「なに。聞こえないよ」

　答える代わりに敵の腕が動いた。足元を指差している。浩太は、敵の顔から視線を外さないように後ろに下がった。二歩、三歩、踵に布の感触があった。それは、軍用のリュックサックだった。持ち上げれば、水の音がする。
「そうか、水が欲しいのか」

　浩太は、リュックから水筒を取り出した。そして、敵の頭を持ち上げてやった。ずいぶん頭が熱い。
「ゆっくり飲め。最初は、ひと口だ」

　浩太の忠告を聞かず、一気に飲んだ敵は、咳き込んだ。

「いっぺんに飲むから、そうなる」

　ひとつ咳をするたびに異常に苦しんでいる。苦しくて動かない体で、脇腹を押さえようとしている。

「うん、腹が痛いのか。高熱に腹痛、病気か」

　水筒を地面に下ろした浩太は、敵が手を伸ばそうとしている場所を見た。アーマーに穴が開いている。浩太が放った弾丸は、アーマーの薄い部分に当たり、敵の肋骨を傷つけていた。

「ここか。肋骨が折れたかな」

　
　そこにツゥインクルを背負ったチェハーが来た。ツゥインクルは、チェハーに背負われた状態で敵を診た。

「マラリアかもしれないわ。肋骨のほうは、ひびが入っただけでしょう。チェハー、下ろして。浩太、アーマーを取ってやって」

　少し遅れて来たクロードは、医療バッグを地面に座り込んだツゥインクルの横に置いた。
「ツゥインクル、この島はマラリアを媒介する蚊がいないはずだ」

「そうだけど。ここで感染したとは、限らないわ」

「そうだと良い。」
　チェハーは、敵が持っていたアサルトライフルのスコープで辺りを伺っていた。
「おい、浩太。あっちに光源があるぞ。見てみろ」

アサルトライフルを受け取った浩太は、風に揺れる草や木の間に輝く小さな点を見つけた。アサルトライフルを左手に持ち替えた浩太は、敵のリュックからマガジンを取り出して装着した。
「行ってみよう」

　浩太たちが居た場所から、三百メートルほど先に迷彩色の蚊帳のようなテントがあった。光源は、白色ケミカルライトだった。他にコンバットレーション（戦闘食）の収納容器や浄水器もある。チェハーは、コンバットレーションの袋を一つ開封した。
「チキンだ」

「それ、旨いのか」

「いいや。宇宙食よりヒドイぜ。タバスコでごまかせば、なんとか食える」

「それは、そうとうマズイな。だから、あいつは食わないで残したのかもな」

「どうして、そう思う」

「あれを見ろ」

　テントから少し離れた所にレトルトの袋やクラッカーの包装紙が散乱していた。

「なるほど。しかし、ずいぶんある。」

「何日もここで待機していたのだろう」

「待ち伏せか」

　この島は、二週間前からオーストラリア海軍とニュージーランド海軍が封鎖している。その前から敵は、潜んでいたのか、それとも封鎖を潜り抜けて来たのか。テントの中には、防水紙のメモがあった。ＬＦ０，３ＧＨ、ＣＦ１，２ＧＨ、ＲＦ１，５・・・最後にＺ。
「チェハー、見ろよ。これ、何だと思う」

「ああ、野球のポジションか。レフトフィルダー、センターフィルダー。ショートストップがないな」

「ＦＢは、一塁手か。横の数字は、無線の周波数で、やつのコードネームがショートか」

「敵は、野球のポジションをコードネームにしているってことか」

「浩太、それなら仲間が他に八人いるのか。それに最後のＺは、どういう意味だ」
「さあ、何だろう。パイレーツならピッツバーグのＰだよな」

「はは、パイレーツ、海賊か。なるほどシャレた殺し屋だな」
「皮肉だろ。ソロモン諸島、オーストラリアとニュージーランド軍。イギリス連邦ばかり」

「何が皮肉なんだ」

「野球は、アメリカのスポーツ。イギリス人は、しないだろ。植民地のスポーツだからな」

　チェハーには、その皮肉が理解出来ない。それより、コンバントレーションが気になるようだ。チェハーは、コンバットレーション収納容器の中からピーチゼリーを取り出した。

「これは、いけそうだ。浩太も食うか」

　浩太は、首を振った。

「他人の物だろ。食い物より、通信機があるはずだ。奴は、持っていなかった」
　テント内には、それらしい物が無い。浩太とチェハーは、テントの周囲を探った。少し明るくなってはいたが、これといったものが見付からない。通信機と同時に奴の仲間が襲って来ることも考えなくてはならない。二人とも目を地面に、聴覚を周囲に向けていた。日の出にはまだ早いが、草木の濃淡が見分けられるほど明るくなっているが、草深い中に形も色も不明な通信機を探すのは困難を極める。到着して二十分、定時連絡が無いこと気が付いて、直ぐにヘリを飛ばしても二十分かかる。後一時間は、救援が来ない。他にも敵がいるのなら、それまでチェハーと浩太で耐えなければならない。相手が八人いるとすれば、勝つ可能性は殆んどない。少しでも早く連絡を取りたい。通信機が有れば、武装した無人機を飛ばしてもらえる。焦る気持ちを抑えた二人は、一歩、また一歩とテントの周囲から徐々に捜索の輪を広げて行った。

「うん。何だ。この臭い」

　チェハーが立ち止まった。浩太は、チェハーが向いている方向に顔を向けた。その時、風が浩太の頬を掠めた。色々なものが混ざったような臭いがする。獣の臭いか。浩太もチェハーも胸に込み上げて来るものを抑えた。二人とも初めて嗅ぐ臭いだが、直感的にそれが死臭でることを認識した。行ってみるか。と、暗黙の会話が二人の間に交わされた。彼らは、武器を構えた状態で臭いの元に進んだ。
　アサルトライフルを持った浩太が先に進み、チェハーが背後注意を払っていた。風が強くなり、耐え難い悪臭いが強くなって行く。慎重に進む浩太の足先は、下りになって行くのを感じていた。耳は、水が流れる音を感じた。もしや崖か。浩太は、拳を握りチェハーに見えるように肩の上に差し上げた。チェハーが浩太の背後にぴたりと付けた。
「何かあったのか」

「水の音がする。先に崖があるかもしれない」

「了解。慎重に進もう」

　百メートル程進んだところで、視界が突然開けた。断崖とまでは言えないが、かなり急な斜面に出た。幅が約八メートルの谷あいの底を小さな川が流れている。川までは、二十メートル程。テントが見える。

「チェハー、クロード隊長に報告してくれ。降りて見て来る」

「それは、良いが一人で大丈夫か」

「たぶん、生きている者はいないだろう。この悪臭だ。近くに居られない」

「そうだな。俺たちを撃った奴は、耐えられなくて一人で居たのかもな」

　

　チェハーと別れた浩太は、斜面を一気に下った。上から見えなかったが、テントが穴だらけになっていた。テントの周囲に戦闘服が散乱している。中には、腐敗した男の死体があった。かなり体格が良い。男の左手には、テレビのリモコンくらいの大きさの通信機が握られていた。
「げ、吐きそう」

　死体から通信機をもぎ取った浩太は、アサルトライフルを担ぎ、テントから飛び出した。とにかく風上に行こう。風は、ちょろちょろと流れる川下から吹いている。風上なら少しは臭いが少なくなるだろうと思って走った。しかし、臭いが少なくなるどころか、ますます強くなって行く。
「ウソやろ」

　思わず叫んだ浩太は、消えない強烈な臭いに込み上げるものを我慢しきれずに立ち止まった。出発前にニューカッスルの艦上で食べた朝食が、完全に無駄になってしまった。少し臭いに慣れてきた浩太は、落ち着いて通信機のスイッチを入れた。通常なら小さなディスプレイに使用可能のチャンネルと周波数が現れるのだが、点滅する十字と青い丸が付いた地図のような画面が浮かんだ。中央の点滅する十字がこの通信機の場所を表しているのだろう。青い丸は、仲間の位置かもしれない。地図の倍率からすれば、それほど遠くない。ディスプレイは、それを持つ者に合わせて動くようだ。画面の上が正面ならば、青い丸が上に来るようにすれば方角が分かる。浩太は、青い丸に向かって歩き出した。それに近付くほどに臭いが強くなっている。臭いには、もう慣れていたが、この先に待ち受ける光景を想像すれば、かなり憂鬱な気分になる。

　

　青い丸の地点に有ったのは、想像したものと少し違っていた。テニスコート二面くらいの何も植えていない畑があり、所々に高さ二メートルの柱が畑を覆う迷彩ネットを支えている。そこに崩れ落ちるように横たわる死体が一つ。それは、後頭部に二発の弾丸を食らっている。倒れ方から見て、たぶん予期しない銃撃を受けたのだろう。少し離れた場所にも一体。そっちのほうは、銃を構えた状態で額に二発弾丸を撃ち込まれた形跡がある。
　最初に見た斜面の下に死んでいた男は、テントの外から乱射されていた。しかし、ここの二人は、明らかに狙われている。頭部に二発撃ち込んだのは、確実に殺すためだ。これは、狙撃者が他のターゲットを追う途中、倒した相手が重傷を負いながら追撃、または仲間に連絡を取ることを阻止するために確実に殺す必要があったことを意味している。しかも、正確な射撃だ。浩太たちを襲ったショートストップが、この二人を倒した者と同一なら、最初の銃撃でツゥインクルとクロードが倒れ、その後チェハーと浩太はユニットに釘付けになっていただろう。ならば、ショートストップとは別人が居たことになる。
　浩太には、死体の腐乱状態から死亡推定時刻を知るほどの知識がないが、二週間前に衛星と無人偵察機の熱感知センサーで捜査されている。人の体温を感知すれば、直ちに軍が調べることになっていた。それで発見されなかったのであれば、三人は二週間以上前に殺されたことになる。生き残ったショートストップは、体温を感知されないように潜伏していたのだろう。結論は、他に敵がいない。ほっと息を吐いた浩太は、通信機の周波数をオーストラリア海軍に合わせた。
「こちらクロード隊、藤原浩太。ニューカッスル応答せよ」
　それを三回繰り返した。出力不足で届かないかもしれない。

「ニューカッスル。こちら」

「こちらニューカッスル、バリー伍長。通信機のＩＤが違う」

「藤原浩太、ＸＶ０１４９」

「了解。それで、何かあったか」

「通信機が故障。襲撃されたが、全員無事だ。襲撃者は捕獲した」

「ちょっと待て、艦長に伝える」

　待っている間、浩太は皆が居る場所に向かった。ニューカッスルに連絡が取れたことで、気が楽になった。気が付けば、水を被ったようにシャツが汗で濡れていた。喉も渇いている。頭では戻ることを考え、体は本能的に水を探していた。最初に見た斜面下のテントにクーラーボックスらしき影が有るのが目に入った。死体の横に有るのが気になるが、それより水が欲しい。クーラーボックスは、片手では持ち上がらないほど重かった。浩太は、ライフルを置かずにそれをテントから引きずり出した。中身は、飲料水でも氷でもなく、植物の種と袋入りの化学肥料が詰まっていた。

「浩太、何をやってるんだ」

　チェハーの声だ。斜面の上から鼻をつまみながら、こっちを見ている。
「ああ、水が無いか調べていた。残念ながら植物の種だった」

「ニューカッスルと連絡出来たか」

「今、艦長の返事を待っている」

「とにかく上がって来いよ。臭くてたまらん」

「了解」

　クーラーボックス内の種が、手掛かりになると思った浩太は、少しポケットに入れた。斜面の上空は、もう星が見えない。チェハーが立っているところに駆け上がった時。
「こちらニューカッスル。藤原少尉」

　艦長の声だ。

「はい、藤原です」

「今、武装無人偵察機とヘリを飛ばした。ヘリは、三十分後にユニット上空に達する。着陸は不可能だ。ユニットごと引き上げる。準備しろ」

「了解」

　

　歩きながら浩太は、チェハーに見たものを話した。チェハーは、襲撃してきた男の話をした。モルジブ政府に反抗する組織の残党で、内輪もめで殺しあった。畑については、自給するためだという。浩太は納得しない。
「そうかな。それにしては、射撃が正確過ぎないか。まるでイギリスのＳＡＳのような射撃だった」

「まぐれだろ。まあ良いじゃないか。四時間歩く予定が、もうすぐ帰れる」

　チェハーは、嬉しくてたまらないような表情をしている。

「なあ浩太。ここは、いずれパームスプリングスみたいになる予定だよな」

「ああ、そうだ。リゾート地になる。その宣伝に俺たちも加担している」

「だから、出来上がったら招待されるよな」

「たぶんな」

　それからチェハーは、この訓練が終了した後の休暇について話を続けた。浩太は、それを笑って聞いていた。だが、嬉しそうなチェハーの顔が、空気を切り裂くような音に険しい軍人の表情に戻した。浩太もチェハーも、その音が超音速の飛行体が発する衝撃波だと理解した。無人偵察機にしては、速過ぎる。

「チェハー、戦闘機だと思うか」

　チェハーは、首を振った。

「いや、これは違う。研究中だと聞いていた。これは、たぶんスキュラだ」
「何だそれ」

「潜水艦から発射する超音速無人戦闘機だ」

　そう聞いた浩太は、イギリスで開発中の新型ミサイルの話を思い出した。

「ミサイルじゃないのか」

「最初は、そういう触れ込みだった。グレームレイク基地に居る友人が、魚雷発射管から撃てる戦闘機の実験をしたと言っていた。ブースターから切り離された本体が、超音速で目的地に向かう。その後、本体に内蔵された球形の偵察機が切り離されて敵を捜索する。サブマシンガンかナパーム弾を積んでいるそうだ」
「サブマシンガンとナパーム弾を目的に合わせて付け替えるのか。しかし、それをオーストラリア軍が持っているとうのも変だな」

「そのとおりだ。イギリスの潜水艦が近くに居る」

「つまり、実戦テストか」

「俺たちには関係ない」

　
　チェハーは軍人らしく、本来の任務以外のことを無視しようとしている。浩太もチェハーと同じように無視して歩いているが、生来の優れた聴力と水測員の訓練を受けた耳によって背後で何が起こっているのか見えていた。
　スキュラには、二重反転プロペラが二つある。浮揚用の大きなものと推進用だ。浮揚用のプロペラが時おり草を切っている。川沿いを超低空で飛行しているのだ。それが丁度クーラーボックス辺りで高度を上げた。微かに金属が擦れる音が聞こえた。そして、更に高度を上げた。

「チェハー、伏せたほうが良い」

「どうして」

「念のためだ」

「ＯＫ。」

　二人が伏せた二秒後。背後に凄まじい火炎が上がった。続いて少し離れた場所にも火炎が上がった。熱風が二人の上を通り過ぎた。

「浩太、良く分かったな。才能なのか。訓練で身に付けたのか」

　浩太は立ち上がり、儀礼的にチェハーが立ち上がるのを手伝った。

「生まれつき耳が良いらしい。それに訓練を受けた。真由さんにね。子供の頃に良く遊んでもらった」

「真由ってどういう関係だ」

「父の友人。倉持さんの奥さん。目が不自由だった。でも、すごいんだぜ。足音だけで僕だって分かるんだ。それで、どうやれば分かるようになるのか聞いた。音を覚えて行く。ただそれだけだった」
　チェハーが呆れたように両手を広げた。

「けっこう面倒だな」

　ナパーム弾が招いた気流の変化が風を呼び、風に乗ったタンパク質の燃える臭いが二人を包んだ。チェハーが鼻を摘んでいる。
「ひどい臭いだ」

　浩太も同感だと顔をしかめた。二人ともナパーム弾を軍が使ったことに触れないようにしていた。スキュラには、マシンガンとナパーム弾の両方を搭載することが出来ない。浩太たちを護衛するのが目的なら、マシンガンを搭載するのが常道だ。浩太からの連絡を受けた軍が、焼き払うという選択をした。そこに何が有ったのかを以前から知っていたことになる。浩太たちの訓練前に一掃した犯罪組織かテロリストを取りこぼしていたのだ。おそらく情報統制が行われる。決して表に出ないだろう。そう二人とも思っていた。浩太は、全く関係ない話をしようとした。
「帰りは、かなり窮屈になるな」

「浩太がなんとかしろ。撃った者の責任だ」

　四人乗りのユニットにケガ人が一人増える。二人の会話が途切れた。

　四人乗りのユニットにショートストップを入れた五人が、オーストラリア軍のヘリに吊り上げられた。並んで座れないために浩太が抱える状態で、ショートストップと一つの座席に座っていた。揺れるユニットの中で、意識が朦朧しているのか、何か意味不明の言葉を発していた。荒い息の中で彼は、上着のポケットからビニール製の筆入れのような袋を取り出した。それを浩太に渡した。大きさのわりに重い。
「ホーム」

　そう言ったきり、彼の意識が無くなった。受け取った浩太は、袋を自分のポケットにねじ込んだ。暑さと精神的な疲労にツゥインクルとクロードは、戻るまで黙って目を閉じていた。チェハーと浩太は、何か話そうとしながら言葉が何も出なかった。二人ともショートストップのことを憂いている。たった一人生き残った彼は、ジャングルでじっとしていた。昼はまだ良いだろう。夜になり星しか見えない場所で、いったい何を思っていたのだろうか。ホームと最後に言った。家に帰りたいのだろう。ツゥインクルは、骨格から推定して十七歳くらいだと言っていた。何のために潜伏していたのか。戻ることも出来ず、救援が来ることもない。浩太たちを敵だと思ったのだろう。あの射撃では、まともな訓練を受けていないのだろう。
　ニューカッスル艦上ヘリポートには、軍医と副長が待機していた。ストレッチャーに乗せられたショートストップは、ツゥインクルと軍医に付き添われて医療室に向かった。それを見送った副長は、改めてクロードに向き合った。
「隊長、お疲れと思いますが司令部が連絡を待っております」

「そうですか。案内して下さい」

　チェハーと浩太は、副長から何も言われなかった。代わりに若い兵士が二人を船室に案内してくれた。二段ベッドと小さなテーブルがあるだけの小さな船室には、着替えと冷たい水や清涼飲料水が用意されていた。他にエクスペィションと書かれたアルミ製のショルダーバッグが二つ。これは、浩太とチェハーの私物入れだ。
「シャワー室は、通路の突き当たりにあります。」

　若い兵士は、そう言って船室の入り口に立っていた。用が済んだのに何かを待っているようだ。兵士が待っているのは、二人からの命令だった。副長から二人が将校であることを知らされていた。そのために命令があるまで立ち去れない。じっとしている兵士に、チェハーが思い出したように言った。

「下がってよし」

　兵士は敬礼して立ち去った。

　チェハーは兵士が去った直後から、シャワーを浴びるために服を脱ぎ始めていた。浩太も上着を脱ごうとしたが、ショートストップから預かった物をどうするか迷っていた。

「どうしよう。これ」

　チェハーは、そんなこと気にしないような態度でシャワー室に向かった。

「先に行っているからな」

　船室から出ようとしたチェハーが、後ろ足で室内に戻った。それに続いてクロードの姿が見えた。背後に下士官が付き添っていた。クロードの表情が心なしか暗い。二段ベッドの下段に腰を下ろしたクロードは、水のボトルを持ち上げ、ゴクゴクと飲み始めた。開いたドアの外には、下士官が直立不動で立っている。今度は浩太が下士官に言った。

「下がってよし」

　

　下士官が去った後、クロードが二人に告げた。

「今回の件は、オーストラリア国防省が全責任を持つそうだ。事情聴取は、一切行なわない。よってクロード隊四名は、今後も計画遂行に全力を尽くしてもらいたい。と言われた」
　当然、クロードは二人から反発の言葉が返って来ると想像していた。浩太は、
「つまり、何も聞かないから黙っていろと」

　チェハーは、

「俺たちには、関係が無い」

　そして、二人同時に、

「了解」

　と答えた。軍人とは、こういうものなのか。クロードが予想していた二人の反応は全く違う。銃撃戦までしておきながら、事態の真理を知ろうとしない。
「君たちが、それで良いのなら、艦長にその旨を伝えてくる」

　苛立ちを抑えながら、クロードは船室を出て行った。その後ろ姿を見ながら、二人はにやりと笑った。丸い船室の窓から、朝の光が二人を照らしていた。
　その後、二人がシャワーを浴びて戻ってみると船室にクロワッサンとカフェオレが用意されていた。給仕役として、この船室に案内してくれた若い兵士が居た。チェハーは、満面の笑みを浮かべ兵士に言った。
「うまそうだ。ありがとう。君の名前は」

「ロドニー・レーバー二等兵であります」

「チェハー・デラクラ准尉だ。そして、こちらが藤原浩太少尉殿」

　レーバー二等兵は、チェハーに視線を移して、また直ぐに正面を向いた。准尉というのは、将校ではなく、下士官の最上位である。その二人が対当に話しているのが気になるらしい。それを浩太が察した。
「レーバー二等兵、チェハーの階級についてだが、エクスペディション計画に参加するために、士官学校を休学している。火星から帰れば空軍少尉となる。したがって准尉となっているが、その意味は下士官の最上位ではなく将校の最下位だ。以上」
「イエッサー」

　と答えたレーバー二等兵だったが、学生にしては歳がいっていると思った。だが、そんなことを言えるはずがない。それには、チェハー自ら答えた。

「ハイスクールを出て陸軍に入った。学費を貯めてから、ジョージア工科大に入学し、卒業後に空軍士官学校へ入って今に至る。以上」

「イエッサー」

　説明した後、チェハーは自分のバッグを開いた。そこから非売品のピンバッジを取り出した。バッジには、火星探査船エクスペディションのレリーフが付いていた。それをレーバー二等兵に渡した。

「これは」

　レーバー二等兵は、嬉しいような、困ったような顔をしている。チェハーが言った。

「遠慮するな」

「イエッサー」

「ところで、艦内を見学したいのだが良いかな」

「場所によります」

「レーバー二等兵、後でゴールキーパーＭｋ３が見たい」

「イエッサー」

　朝食を済ませた後、二人はレーバー二等兵の案内で船首に向かった。ゴールキーパーＭｋ３とは、艦艇用近接防御火器システムである。対艦ミサイルや砲弾を撃墜する。初期のゴールキーパーは、大型で重量があったが、改良されたＭｋ３は初期の物より半分ほど軽くなっている。同様のファランクスより有効射程が長く、しかも強力な弾丸が使用可能。チェハーも浩太も仕様書は、読んだことがあるが実物は初めてだ。まるで自分が作ったかのようにレーバー二等兵は、身振り手振りを交え丁寧に説明を始めた。特に実弾演習の説明には、力が入っていた。チェハーは、それに合わせて大げさに返事をしている。まるで新しい玩具を買ってもらった少年のように、三人が毎秒八十発の弾丸を発射する恐るべき火器を語っている。その姿をブリッジの分厚い防弾ガラスを通して、艦長とクロードが見ていた。クロードは、何も知らされないことを抗議に来ていた。通常なら副長が処理する問題だが、執拗に抗議するクロードが根負けした。まず艦長は、今回の事件を謝罪した。
「遺憾ながら、あのような事態になったことを謝罪する。しかし、この件がエクスペディション計画に影響がないようにと司令部が判断した。したがって、あなた方は本来の任務に集中していただきたい」
　拳を握ったクロードは、何度も副長に繰り返し言った言葉を艦長に発した。

「副長にも聞きました。同じことをね。我々は、何者に狙われたのか知りたいのです。それとナパーム弾を使った理由も聞きたいのです。艦長」

　窓ガラスに寄った艦長は、笑顔で話している浩太たちを指差した。

「見て下さい。闘ったのは、あの二人だ。しかし、彼らは何も言わない。彼らの任務は、エクスペディション計画を成功させるだけだ。それに知らないほうが良いこともある」
「脅すつもりですか」

「脅すとは、何のことかな。いずれ公式発表がオーストラリアとソロモン政府からある。それまで待ってもらいたい」

　艦長としては、妥協の限界だった。チェハーと浩太は、どう食い下がっても答えてもらいないことを知っていたのか。クロードもこれ以上、説明を求めても無理だと判断した。しかし、納得出来ないクロードは、黙ってブリッジを後にした。
　クロードの憤りをよそに浩太とチェハーは、レーバー二等兵からニューカッスルの装備について説明を受けていた。アデレード級最後のフリーゲート艦であるニューカッスルは、就役して二十年以上になる。それを大幅に改造されたのが昨年のことだった。新兵の訓練を兼ねた哨戒を主な任務としている。特に最新鋭の無人対潜ヘリは、オーストラリア海軍独自の開発であり、レーバー二等兵が最も自慢したい物だった。無人対潜ヘリは、米海軍と日本の海上自衛隊が過去に運用を断念した経緯があり、アメリカ人のチェハーと日本人の浩太に自慢したかったようだ。日米の海上無人ヘリは、索敵に限られている。
「無人の哨戒機は、他国にも存在しますが、無人対潜ヘリＭＰＲは空対艦ミサイルを搭載しています」

　ヘリの操縦経験があるチェハーは、ＭＰＲに興味を持ち、現物を見たいと言った。二等兵の独断では、最新鋭のヘリを見せることなど出来ない。当然、担当士官に許可を求めに行くのだと思ったが、レーバー二等兵は、左舷の海上を指差した。
「今、哨戒に出ております」

　チェハーと浩太は、彼の指差す方向を見た。確かに黒い点が見える。想像の範囲を出ないが、島にナパームを投下したスキュラを発射した原潜を追っているのだろう。スキュラを搭載可能な原潜は、イギリス海軍攻撃型原潜アスチュート以外に無い。この海域は、表向きエクスペディション計画に協力しながら、イギリス連邦の演習が目的だった。それと同時に武装勢力を一掃する。浩太たちを襲撃したショートストップは、ソロモン諸島政府にとって邪魔な存在だったのだろう。だが、疑問が残る。小唄が最初に見た男の死体は、乱射されていたが、畑で射殺された二人の男は、正確な射撃によるものだった。頭部に二発の弾丸を撃ち込むのは、ＳＡＳ（イギリス陸軍特殊部隊）の手法だ。敵を確実に殺す。そのＳＡＳがショートストップを撃ちもらしたのならば、それを外部に知られたくないのが当然だ。それはともかく、乱射したのは誰だろう。そんなことを考えていた浩太は、気が付けば甲板に一人きりになっていた。
「おーい、浩太。こっちだ」

　チェハーは、艦内に入るハッチ内から浩太を覗いていた。慌てた浩太は、ハッチに向かって走った。

「ＭＰＲモニター室に入る許可が降りた。見に行こう」

　レーバー二等兵が下のデッキに降りるためのタラップで手招きをしていた。

　ＭＰＲのモニター室では、担当官が送られてくる画像を睨んでいた。その背中にレーバー二等兵が、チェハーと浩太を連れてきたことを告げた。立ち上がり、振り向いた担当官は、海軍式の小さな敬礼をした。顔を見れば、浩太と歳が同じくらい。士官学校を出たばかりの若い曹長は、火星に行こうとしている二人に敬意を払い、自分の席を空けた。
「どうぞ、おかけ下さい」

　席は一つ。チェハーは、少尉である浩太に座るように勧めた。座るなり浩太は、曹長に質問した。

「ＣＩＣでモニターしているのではないのか」

「ここは予備です。」

「そうか。ここから操縦出来るのか」

「可能です。」

「どういう場合だ」

「訓練または、ＭＰＲのシステムがダウンした場合、手動で行動を制御します」
　簡素で正確な答えに気を良くした浩太は、ＭＰＲ開発の目的について浩太なりの推理を話した。

「このＭＰＲは、潜水艦に対する攻撃を主としているが、海上艦船がウェイクホーミング（航跡追跡）魚雷に対抗するためでないか」

　曹長の顔色が少し赤くなった。声に心なしか力がこもっている。

「士官学校時代、スーパーキャビテーション魚雷とウェイクホーミング魚雷の研究をしていました」

「それは、興味深い。ウェイクホーミングは、船の航跡を追跡する。デコイ（囮）では回逃出来ない。どのように対抗するのか話してくれないか。」

「ＭＰＲが空中から、ウェイクホーミング魚雷の進路に短魚雷を放ち、それを迎撃するのが有効だと思われます」

「なるほど。短魚雷の爆圧で敵の魚雷を破壊するのか。それは、かなり高い精度が求められるな。上空から短魚雷を発射した場合、海中深くに潜ってしまわないように水平発射になると思うが、ＭＰＲのような小さな機体だと発射の反動で魚雷の入射角が不安定にならないのか」
「はい、短魚雷発射時の反動を抑えるのが難関でした」
「それで問題が解決したのか」
「いえ、どうしてもＭＰＲの機体が反動で揺れます。そこでフィンを魚雷に付けました」

「そうか、空中で魚雷の姿勢を制御するのだな。発想の転換か。すばらしい。なあ、チェハー」

　浩太はチェハーの同意を求めて振り返ったが、レーバー二等兵とチェハーの姿が見えない。ハッチの向こうからチェハーの声が聞こえた。

「本物の攻撃ヘリを見てくる。後で来いよ」

「了解」
　

　ＭＰＲのモニターに目を向きなおした浩太は、話を曹長が研究していた別の魚雷、スーパーキャビテーション魚雷に変えた。スーパーキャビテーション魚雷とは、魚雷周囲に水蒸気の泡を発生させ、効力を最小にすることによって、高い速度を出すことが出来る。推進には、ロケットブースターが使用される。本来、スーパーキャビテーション魚雷は、潜水艦から放たれた魚雷を迎撃するために開発された。秒速１３０ｍで水中を進むスーパーキャビテーション魚雷は、誘導するのが難しい。殆んど撃ちっぱなしの弾丸にすぎない。有線誘導の魚雷なら、スーパーキャビテーション魚雷を感知した潜水艦が誘導ワイヤーを切断して逃げるように仕向けるのが目的だ。しかし、直線的な行動しか出来ないスーパーキャビテーション魚雷の進路を予測され、敵潜が回避行動を取れば役に立たない。
スーパーキャビテーション魚雷は、迎撃よりこれを攻撃に使用するほうが有効と思われる。一発のスーパーキャビテーション魚雷が、艦隊を混乱に招く。そこでスーパーキャビテーション魚雷を迎撃する方法が必要となった。
「君が研究していたのは、スーパーキャビテーション魚雷を迎撃する方法なのか。それとも魚雷の開発もしていたのか」

「両方研究していました」

　曹長の話によれば、対抗策を研究するために、バネによって推進する簡易スーパーキャビテーション魚雷を作ったらしい。それをモデルにシミュレーションプログラムを作成した。それに対して有効な迎撃方法を研究した。ただ、本物がどのような音を出すのかシミュレーションで再現するが難しく、まだ公式のデータになっていない。曹長が働いていた研究チームは、オーストラリア軍に試験用のスーパーキャビテーション魚雷の購入を申請したが却下された。曹長の話を聞いた浩太は、曹長の無念に痛く同情した。
「そうか、それは残念だったな」

「はい、自分の力不足を痛感しました。」

　浩太は、モニターに付いているキーボードを軽く叩いた。

「これで、デコイ用の音を合成出来るか」

「はい、出来ますが、それが何か。」

「聞いたことがある。秒速１０２ｍで進むスーパーキャビテーション魚雷の音」
「ロシアのシクヴァルですか」

「そうだ。最新型は、もっと速い。推定だが、秒速１３０ｍ」

　浩太は、驚く曹長に水測士の適正試験に合格したことを説明した。当時、浩太は元潜水艦隊司令の秋山海将から、非公式の演習として聞かされた。

「それを教えてもらえるのですか」

「録音したものを聞かせるわけではない。今から合成する音だ。本当に魚雷の音かどうか、信じるか信じないか。君しだいだ」

「そうですね。では、個人的な研究対象として教えてください」

「では、始めよう」

「はい、今、立ち上げます」

　浩太の横から身を乗り出した曹長は、音紋合成アプリケーションを立ち上げた。使ったことがないアプリケーションだったが、曹長の助けを借りて、記憶している音を再現してみせた。まず浩太は、音紋波形の最初にある山を指差した。

「ここだ。これが発射直後。魚雷発射直後は、まだキャビテーションが全体を覆っていない。０，４秒後にブースターが点火。凄まじいキャビテーション音にソナーが役に立たなくなる」
「つまり、発射音と同時に回避しなければならないのですね」

「そうだ。それにこの速度で命中すれば、たとえ不発でもかなりのダメージを受ける。それにマスカーもデコイも通じない。三次元転回が可能な潜水艦なら、まだ回避しやすいが、海上艦船はそうもいかない」

　このやっかいな魚雷について、曹長は頭の中で最新型の速度を考慮した防御方法を探った。浩太は、黙って曹長の回答を待った。通常の魚雷には、安全信管作動距離がある。目標が近すぎる場合、魚雷を放った方にも被害が出るために設定されている。それが約１５００ｍ。通常魚雷の速度は、秒速約２５ｍである。安全信管作動距離から発射された魚雷が、目標に到達するまで６０秒。それでも回避するのは難しい。それが秒速１３０ｍの魚雷なら１１秒で到達する。
「回避は、無理です」

「そのとおりだ。曹長。更にスーパーキャビテーション魚雷は、炸裂しなくても速度を考えれば、艦船にかなりのダメージを与えられる。炸薬弾頭を重金属のみにすれば、安全信管作動距離も短くなる。回避の手段は、敵潜を発見しだい攻撃する。今のところ、それが最も有効だ」
「やはり、迎撃魚雷が必要になりますね。アメリカは、もう開発していると聞きましたが、実際に有効なのかご存知でしょうか」

「いや、開発中だと聞いているだけだ」

「少しやってみましょう」

　曹長は、戦術シミュレーションソフトを立ち上げた。画面上にこの海域に展開している艦船が緑の点で表示された。中央に島が表示されている。島には、四つの黒い点がある。
「この黒い点は、何を表しているのか」

「これは、麻薬組織の畑です。もう終わった作戦なので黒です」

「奴らは、武装していたのか」

「はい、元軍人がいたわけでもないのに、かなり訓練された者たちだったと聞いています。でも、ＳＡＳには勝てませんよ」

　曹長は、元軍人ではないと断言した。それは、オーストラリア軍が奴らの身元を把握していることになる。浩太は、暗黙の取引を切り出した。

「それは、そうだろう。奴らの身元を知っているのか」

　曹長は、その取引を受けるのか迷い、応えるのに少し間を置いた。

「はい、ＳＩＳが掴んでいました。奴らの殆んどが、中南米の出身者でした。八名中、一人だけモルジブ諸島出身がいました。歳が若いので覚えています。今朝、運ばれたのがそうです」
　スーパーキャビテーション魚雷の音紋データと引き換えに話せるのは、そこまでのようだ。やはり取りこぼしがあり、ショートストップは逃げ延びたのだ。取引が終了したことを告げる代わりに浩太は、完全に立ち上がったソフトを指差した。頷いた曹長は、戦術シミュレーションソフトの操作に戻った。
　元より研究熱心な曹長と浩太は、時間が経つのも忘れてシミュレーションに没頭した。それに終止符を打ったのは、聞きなれた足音だった。
「チェハーだ」

　浩太には、直ぐに判った。曹長のほうは、足音すら感知していない。

「えっ」

「ほら、聞こえるだろう」

　コツコツと足音が近づいて来る。

「チェハーの足音だよ。その後ろにレーバーもいる」

　そのとおりだった。チェハーがモニター室に顔だけを入れて言った。

「いつまで待たす気だ。もう良いだろ。ロドニーがビールを奢ってくれるって」

　レーバー二等兵は、チェハーの後ろから真面目に言った。

「ノーサー。自分の奢りではありません。艦の常備品です」

　浩太は、チェハーに視線を送った。チェハーもそれに答えるようにウインクを返した。そして、曹長にもビールを飲もうと誘ったが、任務中であると断られた。

「では、曹長。健闘を祈る」

　そう言った浩太に曹長が敬礼を返した。

　レーバー二等兵は、二人に船室で待つように言い、ビールを食堂に取りに行った。船室に戻った二人は、お互いが得た情報を交換した。チェハーは、攻撃ヘリのパイロットから、特殊部隊の麻薬組織が持つ畑と武装した者たちの掃討作戦について聞いていた。後方支援に付いていたパイロットは、部隊から送られてくる映像を見ていた。その中には、畑の位置と武装兵の配置図があり、四ヶ所の畑にそれぞれファーストベース、セカンドベース、サードベース、ホームベースと名前が付けられていたメモが有った。

「浩太が言ったとおりだった」

「しかし、曹長は武装している八名と言っていた」

「そうだな。九人目は、指令官で他所にいるのかもしれないな」

　そこにレーバー二等兵がビールを持って入って来た。

「お待たせしました」

　チェハーが何事も無かったように笑顔を作った。

「おお、ありがとう。これを飲んだら一休みする。ロドニーも休め。下がってよろしい」
「イエッサー」
　良く冷えたビールの缶を掴んだチェハーは、ごくごくと半分ほど飲み干した。息をふうと吐き、

「うまいな。オーストラリアのビールもなかなか良い」

　そう言って缶をテーブルに置いた。浩太も一口飲んだ。

「うん、うまい」

　チェハーは、缶のラベルを見ている。

「何て名のビールだろう」

　すかさず浩太が答えた。

「ＫＩＲＩＮだよ。日本製だ」
「何んだって。オーストラリアの軍艦に日本のビールか」

「気を使ってくれたのかもな」

「じゃ、バドワイザーもあるはずだ」

　返答に困った浩太は、肩をすくめて視線を自分のショルダーバッグに移した。ショートストップから渡された物が気になる。チェハーも気にしている。
「開けてみろよ」

「そうだな。見てみるか」

　浩太は、ショートストップから渡されたビニール製の袋を取り出した。防水性のファスナーが付いている。浩太は、ゆっくりそれを開いた。ずしりと重い中身は、ハーモニカサイズのモバイルツールと袋の内側にメープルリーフ金貨が五枚テープで貼り付けられていた。金貨を一枚引きがしたチェハーは、
「本物なら一枚千ドルくらいだな」

　と言って噛んだ。

「噛んだら本物かどうか分かるのか」

「そうだ。メッキじゃない」

　チェハーから金貨を取り返した浩太は、それを袋に戻した。そして、モバイルツールの電源を入れた。それが立ち上がるのと同時に巻き取り型のディスプレイが飛び出した。ディスプレイには、ショートストップらしい青年と黒髪の若い女性の画像が現れた。そして、チェハーには読めない文字が画像を背景に浮かんだ。
「浩太、それ、読めるのか」

「もちろん読める。日本語だ。この女性は、どうやらショートストップ、いやベンジャミン・シクアの知り合いらしい」

「ベンジャミンってショートストップの名前か」

「そうらしい。相手の名は、ミチ・サハラ」

「俺にも解るように読んでくれよ」

「待てよ。音声翻訳機能がある」

　ミチのメール

　ベンジャミン、元気ですか。まだ十六歳のあなたが警備会社に就職したと聞いて驚いています。それも日本に来る旅費を稼ぐために働くなんて、想像もしていませんでした。いつか、日本に行きたいと言っていましたが、そこまで急ぐこともないでしょう。出来るなら、もう一度学校に戻り、ちゃんと卒業してからでも遅くなかったでしょう。でも、あなたが選んだ道、しっかり働いて下さい。

　ベンジャミンの返信（音声入力）
ミチさん、ぼくは元気です。このメール、送れないかもしれない。悪いやつ、殺した。ぼくを襲った。仲間だった。でも、襲ってきた。だから撃った。敵が来た。みんな殺された。ぼくは隠れた。敵、いなくなった。でも、島から出られない。死体から金を取った。給料。家に帰りたい。ミチに会いたい。
　ミチが送ったメールは、一ヶ月前に受信している。ベンジャミンの返信は、二日前に記録されているが送られていない。このモバイルツールには、元々送信機能が無い。他の通信機能があるものに接続する必要がある。おそらく島のキャンプには、送信機が有ったのだろう。それも破壊され、誰とも連絡が取れない状態で耐えていた。そこに浩太たちが空から降りて来た。当然、敵だと思ったのだろう。浩太は、このことをミチに伝えたいと思ったが、艦上ではメールの送信も電話も許可なしでは出来ない。ヘタに許可を求めれば、追求されかねない。そうなれば、全て没収となる。金貨はともかく、メールだけは届けてやりたい。チェハーも同じ思いだった。

「ロドニーに頼んでみるか」

「ダメだ。」

「二等兵じゃな。あの曹長ならどうだ。なんとか魚雷の情報をやって手なずけたのだろう」

「そう意味でダメなのじゃない。それに曹長が教えてくれたのは、軍司令部が否定すれば、それでオシマイ程度の情報だ。だが、こいつは違う。ＳＡＳが追っていた敵の情報だ。それにこいつが問題だ」

　そう言って浩太は、金貨が入った袋を摘んだ。

「そうだな。モバイルツールだけなら良いが、金貨の始末が難しいな」

　チェハーは、頭を抱えた。自分たちを襲った敵の正体を知りたいという、ちょっとした遊び心だったが、遊びどころか密輸犯になりかねない。この艦に居る間は、荷物の検閲がない。だが、港か空港から出るときに発見される。床を見ているチェハーの目の前に、浩太が金貨入りの袋を差し出した。
「チェハー、これはなんとかしろ」

　そう言うが早いか、チェハーの懐に袋をねじ込んだ。

「なんとかって、どうしろっていうんだ」

　自分のバッグからノートＰＣを取り出した浩太は、モバイルツールをそれに接続した。
「とりあえず、モバイルツールの情報を全てコピーする。いちいち音声で聞くのが面倒だろう。チェハーにも読めるようにするよ」
　

　モバイルツールからコピーしている間、二人は黙って考えていた。チェハーに金貨の始末方法を考えろと言ったが、浩太も思案していた。二人とも金貨など持ったことがない。こっそり隠して、税関で引っ掛かったら今までの努力が水の泡となる。この後、ガダルカナル島のホニアラまでニューカッスルで行く。ホニアラでは、三日間の滞在予定になっている。一日目は、総督と会談があり、残り二日が休養。金貨を海に捨てれば、何も問題がない。しかし、金貨はベンジャミンの物だ。例え犯罪者でも。彼は、犯罪と知らずに警備の仕事をしていたのかもしれない。休養の二日間に彼の家族に会えれば、金貨を渡すことも出来る。金貨、税関、チェハーも浩太も同じことに気が付いた。まず、チェハーが言った。
「これは、金塊じゃなくて金貨だ。堂々と関税を払えば、それで済むだろう」

「そうだ。エリザベス女王のレリーフが入ったカナダ製だ」

「それで済むとして、ベンジャミンの家族に渡せるかどうかだな」
「それなら大丈夫だ。データに有る。ホニアラの近くに家族が住んでいる」

　それで気が緩んだのか、チェハーはベッドに横たわった。

「少し寝る。後はよろしく」

　目を閉じたチェハーに小さく敬礼をした浩太は、

「ベンジャミンの様子を見てくるよ」

そう言ってノートＰＣを閉じて自分のバッグに入れた。
医療室では、ツゥインクルと船医がベンジャミンの傍に座っていた。船医の診断では、マラリアによる発熱ではないらしい。ニューカッスルの設備では、詳しいことが分からないが、感染症ではなく疲労による発熱の可能性が高い。船医の説明を聞きながら、浩太はツゥインクルの顔色を見ていた。彼女の顔に疲労が表れている。

「ツゥインクル、少し休んだらどうだ」

　船医も浩太に同意した。そして、水兵を呼んだ。ゆっくりと立ち上がったツゥインクルは、水兵の後に付いて医療室を出て行った。

「ドクター、彼の意識はあるのですか」

「少し朦朧としているが、意識はある。時々、何か話そうとしているのだが、彼の言葉を聞き取れないのだよ。何しろ種族語が多い国だからな。英語と彼の種族語が入り混じっている」

「そうですか。それなら本国に送還でしょうね」

「さあ、どうかな。通訳を呼ぶかもしれないな」

　そこに艦内通話が入った。それは、艦長から船医に対する命令だった。

「ドクター、船長室に来るように」
「了解」

　船医は、浩太に自分の船室に戻るように言ったが、浩太はチェハーの眠りを妨げたくないと言って残った。船医が去った後、ベンジャミンの瞼が開いた。浩太は、日本語で語りかけた。

「ベンジャミン、聞こえるか。聞こえたら日本語で答えろ」

　ベンジャミンの顔がゆっくり浩太に向かった。

「はい、聞こえる」

「ベンジャミン、サチさんに必ず君の言葉を伝えるからな。それから、金貨は君の家族に渡す。それで良いか。」

「あなたは、日本語上手だ」

「当たり前だ。日本人だ。そう思ったのだろ」
　ベンジャミンは、苦しそうに笑った。

「お世話になります」

「ああ、任せろ」

　浩太の言葉に安心したのか、ベンジャミンは目を閉じた。こんな少年を駆り立てたものは、いったい何だったのだろう。サチに対する恋心だのろうか。旅費を貯めるために働くにしても、他にも仕事がありそうなものだ。
「ベンジャミン、どうしてあんな仕事を選んだ」

　返事がない。彼は、眠ったようだ。彼の規則正しい寝息を確認した浩太は、医療室を出てチェハーがいる船室に戻った。ちょうどその時、ニューカッスルのエンジンがアイドリング状態から回転を上げた。その音にチェハーが目を開けた。
「お、出発か。予定より早いな」

「そうだな。ホニアラまで六時間くらいか。日が暮れる前に到着するな」

　ホニアラは、ソロモン諸島の首都である。ガダルカナル島の北部に位置する。オーストラア海軍フリーゲート艦ニューカッスルは、太平洋戦争中の激戦になったアイアンボトム・サウンド（鉄底海峡）をホニアラに向かい疾走していた。浩太が生まれる半世紀前、大日本帝国軍と英米新豪連合軍が三次に渡り激戦を繰り返した海峡の底には、四十隻を超える艦船が眠っている。そこを米陸軍のチェハーと日本海上自衛隊の浩太を乗せたオーストラリア艦が、遥か彼方の火星を目指すミッションのために波頭を砕いている。
浩太とチェハーは、左舷に見える島影を見つめていた。戦艦比叡、霊峰の名を冠した船が沈んだ海域に向かい、浩太は敬礼を送った。特に太平洋戦争に詳しくないが、比叡山の麓に生まれ育った浩太は、防衛大学校時代に学んだ旧日本海軍艦船に名を連ねていた比叡に興味を持ち、ソロモン諸島の戦闘に於いて壮絶な最後を迎えたことを知っていた。浩太の敬礼は、戦死者だけに送ったのではない。ベンジャミンが持っていたモバイルツールは、日本語を学べるようにサチが彼に贈ったものだった。サチから出された最初の課題は、彼が何故日本語を学ぼうと思ったのか、出来る限り日本語で記録しなさいというものだった。

ベンジャミンの記録には、彼の曽祖父が比叡に乗艦していた将校だと書かれていた。曽祖父は、比叡が最初の攻撃を受けたときに艦から振り落とされた。漂流した彼の曽祖父は、ツラギ島の漁師に救われた。負傷に加え熱病に犯された彼は、一週間生死の間をさ迷った。戦争終結まで、どうやって生きていたのかは、ベンジャミンの記録にはない。その後、身分を偽り名も変えてガダルカナルに住み着いた。やがてベンジャミンの祖々母と出あった。曽祖父は、祖々母にだけは本当のことを話していたが、子供たちには知らせないように厳命した。それは、保身のためだったのか、子供たちに災いをもたらすことになると思っていたのか、その理由は祖々母にも分からないことだった。その祖々母は、いまわの際に当時十歳だったベンジャミンだけに曽祖父のことを話して聞かせた。
その話を聞くまでベンジャミンは、紺碧の空と海に戯れる普通の少年だった。頭は悪くないが、たいして学習意欲もなく、学校の勉強以外にすることは、サッカーと漁の手伝いをするくらいだった。それが日本という国、日本人に興味を持ち、教師を質問攻めにするようになった。教師の知識は、直ぐに限界に達した。そこでホニアラ市立図書館から、日本について書かれた書物を借り、それをベンジャミンに理解出来るように訳してくれた。ただし、条件があった。成績を上げなさい。それが条件だった。
　そのおかげで高校に入ることが出来たとベンジャミン自身が語っている。そして、高校入学直後からボランティア組織が運営する日本語学校に通うようになった。そこでサチと出会った。大学生だったサチは、夏休みを利用して日本語を教えるボランティアに来ていた。サチは、日本語学校最年少のベンジャミンを何かと気にかけてくれた。彼女が日本に帰る日、ベンジャミンは曽祖父のことを彼女に伝えた。彼女は、曽祖父の家族を探すことを約束した。だが、そう簡単には見付からない。サチからの連絡も絶え絶えになり、血気盛んな年頃のベンジャミンは、自分で探そうと思い立った。

　祖先の地を見て見たい。チェハーの名は、遥かな昔にアフリカ大陸からアメリカに渡った祖先から受け継いだ。ベンジャミンの思いは、チェハーにも理解出来る。浩太の母は、幼い頃に拾われた。置き去りにされた幼女を中山夫妻が引き取り、我が子として育てた。父方の祖先は、辿ることが出来るが、母の祖先を探すことが出来ない。浩太の体に流れる血筋の半分は、どこから来たのか調べることが出来ない。そんなことは、浩太の生活に影響を与えなかったが、改めて母のことを思えば、それは辛いことだったのかもしれない。母から受け継いだ蒼い瞳は、どこから来たのか。そんなことを気にしたことなど無かったが、ベンジャミンの記録を読み、今自分が生きているのは、父や母の祖先が行き続けてくれたからだと心に刻んだ。
　浩太が生まれる遥か以前の海戦には、辿れば血が繋がった将兵が居たかもしれない。祖国のために闘い、命を落とした者は、夢の途中で人生を終えた。自分の夢を追い続けてきた浩太は、今自分が生きていることが奇跡のように思えた。敬礼の手を下ろした浩太は、多くの艦船が沈む海に手を合わせた。

　チェハーがポツリと言った。

「ベンジャミンは、どうなるのかな」

「記録には、麻薬組織のデータが全くない。彼は、何も知らないのかもしれない」

　ニューカッスルの入港は、ブラスバンドと民族衣装に似せた服を纏う女性たちに迎えられた。女性たちの服は、服といえるものではなかった。上半身は、たすきを前後逆にしたような状態で、腰から下は縄暖簾のようなものだった。チェハーとクロードは、その歓迎に満足しているようだ。ツゥインクルは、浩太の耳元に囁いた。

「何、あれ。殆んど裸じゃない」

「まあ、あれがここの正装なのでしょう」

タラップの下から、黒塗りのリムジンまでレッドカーペットが敷かれていた。カーペットを歩くクロード隊の四人は、女性たちが蒔く花びらを浴びながらリムジンまで歩いた。それぞれツゥインクを除く三人の荷物は、アルミバッグ一つしかない。ツゥインクルの荷物は、大きなバッグが四つ。レーバー二等兵が汗だくでそれを持って最後尾を歩いて行く。皆の荷物は、運転手とレーバー二等兵がリムジンのトランクに入れた。身軽になった四人は、初めて乗るリムジンに戸惑いながら、運転手の手引きで乗り込んだ。中では、ダークスーツを着た総督の秘書とボディガードが一人待っていた。ボディガードの左胸が膨らんでいる。銃を持っているようだ。
秘書の合図で発進したリムジンは、港の施設を通り抜け、宿泊予定のホテルに向かった。チェハーと浩太は、税関で金貨のことを説明するのに身構えていたのだが、あっさりそこを抜けてしまったことに拍子抜けした。チェハーは、窓から過ぎ去る港を目で追った。それに気が付いた秘書は、

「何か忘れ物ですか」

　と、チェハーに聞いた。

「いや、税関を通ると思っていました」

　秘書は、片方の眉を上げて口元を緩めた。

「まさか国賓にそんな失礼なことなどしません」

「あ、そう。なら良いんだ」

　チェハーの間の抜けた顔を見たクロードとツゥインクルが笑った。浩太も笑ったが、意味が違う笑いだ。四人は、現金を持っていない。浩太とチェハーは、関税をクレジットカードで払えるのかどうか心配していた。それが、あっさり解決したことが可笑しくて笑った。
　四人が案内されたのは、昨年の春にオープンした真新しい十二階立てのホテルだった。その最上階に四人の部屋が用意されていた。浩太の部屋は、北西の角に位置し、沈む太陽の紅い光が部屋を満たしていた。夕陽を見ながら、浩太はホテルの便箋とペンを持ち、倉持宛ての文面を考えた。レンパレ島で拾った植物の種を調べてもらうためだ。紙に書く手紙など久しく書いていない。どう書いて良いのやら。
「拝啓　おっちゃん。今、ガダルカナルにいる。何も聞かずにこの種を調べて欲しい。うーん、これで良いか」

　短い文を書いた浩太は、便箋と種を一つ封筒に入れた。両親には、無事に訓練を終えたことをメールで知らせた。最後にサチのアドレスにベンジャミンの最後のメッセージと彼が無事であることを書いて送った。
　翌日は、総督との会談や地元メディアの記者会見、夜になれば歓迎パーティと慌しく過ぎた。二日目の朝、昨夜飲みすぎたチェハーは、朝食に現れず、昼になっても体調が戻らず、浩太は一人でベンジャミンの金貨とモバイルツールを胸にホテルのロビーに降りた。ロビーには、レンタル自転車のコーナーがあり、多種類の自転車が並んでいた。係りの若者は、現地の者らしく、褐色の肌に真っ白の作業服が似合っている。係りの若者は、浩太を満面の笑みで迎えた。

「スピーダーを貸してくれ」

「はい、承知しました」

　若者は、一目見ただけで浩太の体格に合ったロードレーサーを出してくれた。
　ホニアラから西に約十七キロ、海岸線の道路を海風に時おり煽られながら走った。海風に苦戦しながらも青い空と海を見ながら走るのは楽しい。何よりも交通量が少ないのが良い。やがて石積みの壁と草ぶきの家が並ぶ集落が見えてきた。集落には、あまり人影が無かった。大人たちは、仕事に出ているのだろう。自転車を止めた浩太は、誰か居ないか辺りを見渡した。そこにゴムボールが転がってきた。それを追って小さな男の子が現れた。そのボールを手に取った浩太は、男の子に手渡しながら言った。

「シクア。ベンジャミン・シクアの家はどこかな」

　男の子は、人なつっこい目で浩太を見つめているが、何も話さない。

「言葉が分からないのかな。ベンジャミン・シクア。友達」

　意味が分かったのか、男の子が大声で何かを言った。通じたのだろうか。浩太は、もう一度言った。

「ベンジャミンの友達だ」

　男の子は、浩太の背後を指差した。振り向いた浩太の視線は、そこにある家の郵便受けに止まった。
「シクア。あっ、ここか」

　男の子に微笑みの礼を返した浩太は、ベンジャミンの家に声をかけた。

「こんにちは、誰かいますか」

　出てきたのは、ベンジャミンの母親らしい女性だった。言葉は、なんとか通じるようだ。

「誰、あなた」

「ベンジャミンの友達です」

「ベン、いない」

「はい、知っています。ベンジャミンから預かった物を持ってきました」

　浩太は、モバイルツールを彼女に見せた。それに見覚えがあったらしく、浩太を家に入れてくれた。やはり彼女は、ベンジャミンの母だった。ベンジャミンは、一ヶ月前に家出た後に一通の手紙を送っていた。それを浩太に見せてくれたのだが、ピジン英語で書かれているために殆んど理解出来なかった。そこで浩太は、それを画像に収めた。そして、金貨を彼女に渡した。
「これは、ベンジャミンの金です」
　彼女に通じたのかどうか。ともかく、彼女はそれを受け取った。

「それじゃ、これで行きます」

　ホテルに戻った浩太は、ベンジャミンの手紙を写した画像を開いた。そして、ネット上のピジン英語について書いてあるサイトを探した。簡単な会話については、いくつかのサイトに載っていたが、手紙を訳せるほどのデータは無かった。翻訳を諦めかけたとき、サチから返信が届いた。ベンジャミンのメッセージを送ってくれたことの礼と彼の行く末を心配していることが書かれていた。すぐさま浩太は、ベンジャミンの母に会ったことを書き、彼が母宛に送った手紙の画像を添付して送った。このことをベンジャミンに知らせる方法がない。ディスプレイから目を離せば、西に傾いた陽が屋内を紅く染めていた。
　その日は、サチからのメールは届かなかったが、翌日の昼になってホニアラの日本語学校からメールが届いた。それには、ベンジャミンの手紙を日本語に訳したものが書かれていた。内容は、警備会社の研修についてだった。その研修方法は、驚くべきものだった。薬物とバーチャルシミュレーションを用い、脳に銃の使い方や格闘技をインプットする。それを使えば、わずか三日で一人前の警備員になる。ベンジャミンは、それを喜んでいるようだが、そんなことをすれば体も脳もダメージを受ける。ベンジャミンの発熱は、そのせいかもしれない。日本語学校からのメールにお礼を書いて送った浩太は、チェハーの部屋に向った。初日のパーティで飲みすぎたチェハーは、次の日もホテルのオーナーから誘われて飲みに行ったらしい。休暇最後の日も朝からぐったりしていた。

「チェハー、元気か」

　さっきまで寝ていたらしく、彼の顔にシーツの皺が写っている。

「ああ、もう大丈夫だ」

「明日は、早いからこのまま眠ったらどうだ」

「いいよ。それより、興味深いことを聞いた。俺は俺なりに調べていたんだ」

　チェハーは、ホテルのオーナーとパーティで仲良くなったらしい。そのオーナーというのは、ハワイ出身の元グリーンベレーだった。退役後に経営学を学び、この地に根を下ろした。陸軍から士官学校に入ったチェハーと経歴が似ている。それが気に入られたらしい。オーナーが設立した最初の会社は、ＰＭＣ（民間軍事会社）だった。それで成功した彼は、観光客を集めたいソロモン政府と協力し、このホテルを足がかりに、大規模なリゾート地の建設を企画した。
「ほう、それが何か問題か」

「それは、それで良い。警備会社もここに作った。その警備会社では、三日間の訓練でＰＭＣの兵隊並になると自慢していた。そんなことが出来るはずがない」

「そうでもないよ」

　浩太は、ベンジャミンの記録にあったことを話した。それでもチェハーは、信じない。

「そんな馬鹿な。無理だよ」

「いや、現実にあった。日本で事件になった。結局、副作用が強過ぎて使い物にならなかった。なんとかいったな。シバ、そうシバという麻薬だ」

　ソロモン諸島の事件は、それっきりの単独事件のようなものだと思っていた。それが、それ以来エクスペディション計画関連施設と人員の警護が厚くなったのは、ベンジャミンが所属した組織が、単なる犯罪組織ではなかったということだったかもしれない。当時は、それほど気にしていなかった。エクスペディション計画も火星軌道に到達するまでは、これといった事故もなかった。ベンジャミンたちが使ったコードは、単純過ぎる故にその深層にある大きな存在を隠していた。

浩太が知らないところで、それは地に根を張っていたのだ。その痕跡を見るとは想像もしていなかった。倉持に送った種は、届いていなかった。郵便事情が悪かったのだと思っていたが、何者かが妨害した可能性もある。ベンジャミンが生まれる遥か以前に起こった戦闘は、世代を超えて彼の運命に影響を与えた。その後、ベンジャミンがどうなったのか、全く情報が入らなかった。サチさんと会えたのだろうか。母に会えたのだろうか。浩太は、自分の家族に思いを馳せる。父と母、そしてリリィに。自分が火星軌道上で行方不明になったと知った父や母は、どれほど辛かったか。

「僕、生きてるよ。死んでない。ここにいる。ゴメンね」

浩太は、アンドロメダの内壁を見つめながら唇を噛んだ。溢れる涙が、丸い玉となり膨らんでいく。
「浩太、どうした」

　裾で涙を拭った浩太は、船内移動用リフトに向った。マルクの幻影がそれに寄り添っている。宙に浮いた浩太は、マルクを振り向いた。浩太の目には、マルクの幻影が、まるで後を追いかけてくるイカリに見える。涙は、もう出ない。
「マルク、マルクは友達だ」

「友達。浩太とマルクは、友達」

　マルクの声が少し高くなったような気がする。

「マルク、これからどこに行こうか」

「目的がないのか」

「いや、目的はマルクと歩くこと」

「私は、歩けない」

「一緒に移動するという意味だ」

「それなら理解出来る」

「良し。腹が減ったなあ」

「リフトで展望娯楽室に向うと良い。先に行っている。何が食べたいか」

「焼きソバが食べたい」
「了解」

　

　展望娯楽室の大きさは、バスケットボールのコートくらいある。浩太がそこに足を入れた瞬間に床から深い緑のテーブルクロスをまとった丸いテーブルと椅子が現れた。そして、外側の壁面が透明になり、ちょうど夕景のような光に調整された太陽が見える。浩太が着席した数秒後、空中に浮かぶ丸い銀色のトレイが焼きソバと水が入ったグラスを運んできた。割り箸も付いている。同時にマルクの幻影が、浩太の向かいに座った。
「うむ、うまそう。ソースが少なめで醤油の香がほんのり。なつかしいな。これは、誰の好みだ」

「ユカが指定した」

　浩太は、割り箸でソバを口に入れた。

「うーむ、ウマイ。マルクも食べられたら良いのにな」

「私に味覚は無い」

　黙々と食べる浩太を見るマルクの幻影が笑っているように見える。浩太が全部食べ終えるのを待っていたかのようにマルクが言った。

「微かな信号を受信した。アンドロメダより太陽周回軌道が低い」

　箸を置いた浩太は、立ち上がった。

「相手の正体が判るか」

「不明」

「中佐に報告しろ」

「もう報告した」

　水を入れたコップが少し揺れた。浩太の耳は、アンドロメダの中心部から聞こえる小さな振動音を捕らえた。初めて聞く音だった。

「この音は、何の音だ。」

「クァドライブが時空の振幅に反応した音だ」

「なんだって。クァドライブと時空の振幅が、どう関係があるのだ」

「その説明は、タケルの命令で禁じられている」

　浩太は、椅子の上にあぐらをかいた。浩太の本能は、それが非常事態だと感じている。
「クァドライブと振幅の関係を説明出来ないのなら、何が起こるのか手短に言え」

「アンドロメダは、二時間後に時間を越える」

　あまりにも手短な答えに浩太は唖然とした。アンドロメダのせいで、また時間を移動する。それがアンドロメダだけなのか。それとも浩太のように誰かを引き付けるのだろうか。
「それは、アンドロメダだけか。それともタイムスリップ先の何かを巻き込むのか」

「偶発的なことを除けば、直接何かを巻き込むことはない。アンドロメダから離れれば、影響を受けない」

「これまで何度タイムスリップしたのだ」

「二度。一度目は、現時間より十年前。そして、現時間に飛んだ」

「あと何回飛ぶんだ」

「不明」

　ペガサスがアンドロメダに接近した時は、何も抵抗がなかった。それどころか歓迎するようにスミレと浩太を迎え入れた。

「マルク、タイムスリップするのを承知で俺たちを迎えたのか」

「違う。ペガサスが接近して来るのが判明したとき、誰が入力したのか分からないコマンドが始動した。それがペガサスの着船シークエンスを起動させた。タケルは、コマンドを解除しようとしたが、タケルのＩＤでは解除出来ない高度な階級者が入力していた。」
「つまり、中佐では解除出来なかったのか。提督かそれ以上か。目的は、いったい何だ。それは、良いとして。次に飛ぶのは、どの時代だ」

「過去」

「正確な時代は、いつだ」

「西暦２０００年だ」

　西暦２０００年、浩太が小学生の時だ。哲也とイカリに出会った年。浩太は、記憶の糸を手繰り寄せた。バイオン製薬で誰かと会った。男と女がいた。顔がぼんやり浮かぶ。もう一度、男に会った。それから、女の顔。女の顔を思い出しかけた時、タケルの声が娯楽室に響いた。

「藤原大尉、ルナ級の宇宙機が接近している。見覚えがあるか」
　マルクの幻影が接近中の宇宙機に切り替わった。

「中佐、これはロシアの宇宙機です。乗員二名、最大乗客数十二。通常なら武装していません」

「そうか。アンドロメダに急接近している。スミレを連れてペガサスで地球に帰れ」

　アンドロメダのような宇宙船が、小さな宇宙機を恐れる必要などない。タケルは、何も説明しないがタイムスリップの前に二人を逃がそうとしている。浩太は、マルクから聞いた話をタケルに言った。

「中佐、後二時間でタイムスリップするとマルクから聞きました。時間が許す限り、宇宙軍士官としてロシア機の目的を知るためにアンドロメダに居ます」

　

　タケルの隣で聞いていたスミレは、かん高い声で叫んだ。

「何を馬鹿なこと言ってるのよ。さっさと帰りましょう」

　音に敏感な浩太は、スミレの声に耳を押さえた。そして、スミレを無視するようにタケルに言った。
「中佐、アンドロメダの太陽公転軌道より低い軌道から接近して来たのは、こちらに発見されにくいように考えてのことでしょう。ただの調査なら、ひとつ間違えば、太陽に落下して行くようなコースを取るようなことをしません」

　それは、タケルも考えていた。もしも接近中の宇宙機が武装していても、アンドロメダに傷一つ付けられないだろう。進入することも出来ない。

「大尉、気持ちは理解出来るが、アンドロメダなら大丈夫だ。このまま悠然としていれば、アンドロメダの船体は奴らの目の前で消える。とにかくペガサスに向え。これは、命令だ」

　タケルの命令に納得出来ないが、アンドロメダが奴らに何かされることはないだろう。それにペガサスから観察する手もある。浩太の目の前にマルクの幻影が現れた。

「浩太、ペガサスは船長専用シャトル格納庫に収容してある。ブリッジの近くだ」

　いつの間に収容したのか気が付かなかった。いくらアンドロメダが大きくてもペガサスほどの質量を持った機体を収容するのに音も振動も無く出来るとは、浩太の想像以上に優れた技術がある証拠だ。鋭敏な浩太の耳をしても聞き取れない技術。それが、どういう仕組みなのか知りたい。これを逃せば、もうその機会が無い。残れば、それを知ることが出来る。浩太は、迷っていた。躊躇している浩太にスミレから連絡が入った。
「もうペガサスに乗ったわ。急いで」

　目を閉じた浩太は、深く息を吸った。
「スミレさん。一人で帰ってくれ。僕は残る」

「勝手なことを言わないで。奴らがこっちを襲ってきたらどうするの。誰がペガサスを守ってくれるのよ」

　その可能性は、確かにある。ペガサスを追って来たのかもしれない。

「今、行く。マルク、案内しろ」

「キャットウォークが早い。こっちだ」

　浩太の前に上向きの白い矢印が現れ、同時に娯楽室の重力装置が切られた。天井に人が入れる大きさの丸い穴が開いていた。それに向い浩太は、軽く床を蹴った。浩太の体は、蹴った勢いのまま煙突のようなキャトウォークを進んでいく。照明が浩太の少し前に点き、背後の照明は消えて行く。アンドロメダは、外部も内部も全体が滑らかに出来ているが、キャトウォークの湾曲した壁面は、不規則に多くの切れ目が縦横に付いていた。
「マルク、この切れ目は何だ」

　マルクの返事が無い。マルクは、キャットウォークに入れないようだ。少し浩太の体が減速している。重力は感じないが、空気がブレーキになっていた。落ちた速度を取り戻すために切れ目に指を入れた。ちょうど平泳ぎをするように切れ目に入れた指と腕に力を入れた。再び速度を取り戻した浩太は、少し広い空間に出た。左右にキャットウォークが伸びている。これは、キャットウォークの合流点のようだ。左側の奥に重厚なハッチが見える。右側は、暗くて良く見えない。惰性で進む浩太は、十字路を通り過ぎた。その先にまた同じような合流点が有った。更に先にも等間隔で同じような合流点が五ヶ所存在した。その五つ目を通り過ぎようとした時、何気なく振り向いた。ほんの一瞬だが、背後の照明が消える前に暗い側の中が見えた。それに興味を持った浩太は、壁面をつま先で蹴り、ブレーキをかけながら方向を変えた。浩太の方向転換に照明が反応した。
　等間隔で開いていた暗いキャットウォークには、放射状に黒く焦げたような跡がある。ミサイル発射管なのだろうか。アンドロメダは、宇宙戦艦なのか。もしミサイル発射管なら、この先は宇宙空間だ。反対側のハッチがあるキャットウォークは、ミサイルの格納庫か。

「現在位置は、第三サイド第三番カタパルト。このサイドにある現在使用可能の緊急脱出ポッドは、第七番と九番。」
　マルクとは違う女性の声がそう告げた。

「なるほど、脱出用のポッドを使用した焦げ跡だったのか。船長専用シャトル格納庫までは、どのくらい距離があるのか」

「二十三メートル」

「ありがとう。君の名は、なんというのかな」

「ＩＭＥ７。」
「そうか、覚えておくよ」

　浩太は、進路を元に戻した。

　キャットウォークの最後は、手動で開くハッチだった。ハッチの向こうには、ペガサスの白い機体が待っていた。菱形の格納庫は、ペガサスを入れるのにギリギリいっぱいの大きさだった。

　浩太がペガサスのコクピットに入った直後、ディスプレイにマルクが現れた。それを見たスミレは、はっきりしないマルクの顔を覗き込んだ。

「どうして、そんなにボケているの」

　マルクの幻影は、スミレに向いたように見えた。そしてマルクが答えた。

「本来、私には形が無い。決まったイメージを持たない」

「あら、そうなの。まあ良いわ。それで何の用なの」

「浩太の仕事を助ける。アンドロメダがタイムスリップするまで、何が起こっているのか伝える」

「ずいぶん仲が良いのね」

「浩太は、私の友達」

「ふーん。まあ良いわ」

　浩太は、操縦席のから身を乗り出して外を見た。格納庫は、ペガサスよりほんの少し広い程度だ。そこから、どうやって出るのか。
「スミレさん、ここから出るのは、かなり難しそうだな」

「心配ないわ。格納庫全体が開くようになっているのよ。発進シークエンス開始」

　アンドロメダのブリッジは、船の先端付近にある。その床面の真下にペガサスが収容されている。発進するための減圧に要した時間は、わずか二秒足らず。格納庫が船体から離れ始めた。全く振動を感じられないが、前方に宇宙空間が広がった。側面の窓にも星の光が見える。格納庫は、壁がないリフトのような形状だった。
「メインエンジン始動」

　スミレの声は、緊張で少し震えている。浩太は、衝撃に備えて背中を座席に押し付けた。アンドロメダから離れたペガサスは、千メートルの距離で相対的に静止した。マルクは、アンドロメダが捕らえたロシア機の映像をペガサスに送った。アンドロメダとペガサスは、太陽から見てロシア機の軌道より高い軌道に居る。ロシア機は、急速に軌道を上げている。スミレは、逃げるのなら少し減速するだけで、ロシア機はアンドロメダに追いつけないと考えていた。

「タケルは、引きつけておいて軌道を下げるつもりなのかしら」

「いや、何もしないだろう。奴らの狙いを確かめるつもりだ」

　そのとおりアンドロメダは、全く動かなかった。アンドロメダに接触するほど接近したロシア機は、アンドロメダの中央部付近に圧着アンカーを発射した。浩太は、タケルに通信を送った。

「中佐、奴らが入ろうとしています」

「大丈夫だ。パスを送信しない限り、アンドロメダに入れない」

　

　ロシア機のハッチが開いた。宇宙服を着た二人の人間が、そこからゆっくりとアンドロメダの船体に取り付いた。その時、マルクが警告を発した。

「パスが送られている」

　タケルは、それでも落ち着いていた。

「心配ない。君たちは、近寄るな」
　アンドロメダのブリッジでは、タケルが侵入者に対する対応策に追われていた。アンドロメダの乗員数は、七十五名だった。侵入者に直接対応する保安要員は、十二名乗船していたが、それをタケル一人で対応しなければならない。マルクは、システムに侵入したサイバーテロプログラムに対抗するのに全力を費やしている。サイバーテロプログラムは、船内監視センサーを無効にしてしまった。マルクが修復を試みているが、修復する度に無効にされる。修復、無効のイタチゴッコになっていた。

　そこでタケルは、アンドロメダの各所に搭載されている作業ドローンを活用することだった。先にくるみボタンのような探査ドローンを侵入者が通ると予想される経路に配置した。次に船殻修復ドローンをロシア機に向わせた。最悪の場合、この時代より百年先の技術を持ち帰らせないようにロシア機を破壊するためだ。
　探査ドローンが送ってくる情報では、侵入した二人の男は、船外活動用のヘルメットを外したが、それを持ち歩いている。これで侵入経路の生命維持装置を停止しても効果が無い。敵は、こっちの出方を読んでいるのか、アンドロメダが正常に機能していないと思っているのか。脅しに急速排気装置を稼動しも良いが、誘き出してどこかに閉じ込める手もある。奴らがアンドロメダを乗っ取るつもりなら、最初にブリッジを目指す。タケルは、スタン弾を拳銃に装填してマルクに言った。
「マルク、船内監視センサーの修復は、もうしなくて良い。反撃してみろ。ロシア機のシステムに侵入を試みろ」
「了解。やってみる」

　マルクの侵入は、ほんの数秒で成功した。
「タケル、アンドロメダの非常用ハッチを開けたパスは、通信主任ザイラーのものだ。ロシア機には、まだ二人残っているが、ザイラーらしき人物がいない」

「それは、どういうことだ。ザイラーがこの時代に居て、誰かにパスを教えたのか」

「不明。それを調べるか」

「それは後で良い。テロプログラムを停止出来ないのなら、ハードウェアを止めよう。ドローンの進入可能経路を探せ」
　

　タケルの視線は、探査ドローンから送られる侵入者の姿に止まった。二人のうち一人は、辺りを伺いながら通路を進んでいるが、もう一人は迷わずリフトに向って進んでいる。当然、リフトに乗ると予想した。リフトを使えば、ブリッジまで数秒で到着する。ところが、リフトには乗らず、迷わずに進んでいた男が、別の通路に続くハッチを手動で開けた。まるでアンドロメダの構造を知っているような動きだった。タケルは、探査ドローンに後を追うように指示を出した。そして、アンドロメダ船内立体図に二人の行動を当てはめた。
　二人を表す点は、ブリッジがある先端ではなく、船体中央に向っている。中央には、シャトルの格納庫デッキがある。奴らの狙いは、シャトルだろうか。だが、二人はそこを通り過ぎた。その先は、通称ラボデッキと呼ばれている階層だ。そこには、予備医療室と各種の研究室がある。研究室は、他の星系を調査するために設けられていたのだが、まだどれも使われていない。予備医療室は、傷病者が多数出た場合に備えて設置されている。そこを通り越せば、貨物デッキがある。奴らの狙いは、アンドロメダに搭載されている貨物だろうか。貨物のリストは、予備のパーツや緊急時の食料と水。他は、工作機械が有った。工作機械の中には、使い方しだいで強力な武器になるものがある。奴らが手にする前に阻止しなくてはならない。
「マルク、そっちはまだか」

「進入経路は、見つからない」

「では、電源ケーブルを探せ。ドローンの深針で切断出来るかもしれない」

「了解。それなら可能だ」

　タケルの前にロシア機の透過画像が浮かんだ。電源ケーブルが赤くなっている。全てのケーブルがエンジン付近の発電機に繋がっていた。

「そこだな。予備のバッテリーに接続した直後を狙ってシステムに侵入してみろ」

　タケルは、隔壁修理用ドローンにケーブルを切断するように命じた。そして、腕時計型の端末を持って二人の侵入者を追った。
　浩太とスミレは、ペガサスのディスプレイでマルクが送ってくるアンドロメダの情報を見ていた。スミレは、一人で侵入者に向うタケルの動きが気になっていた。
「一人で大丈夫なの」

　浩太は、それよりドローンの動きに興味を持っていた。簡単な指示だけで、アンドロメダからロシア機に乗り移って行くドローンは、まるで生きている昆虫のように見える。ボタン大のドローンは、圧着アンカーから機体に取り付き、後方にあるメインエンジン噴射口から中に入り込んだ。
「ねえ、聞いているの」

「聞いている。いざとなれば、ドローンを奴らに差し向けるだろう。気になるのは、奴らのサイバーテロプログラムがドローンの動きを掌握するかどうかだ」

「それなら、先にドローンで侵入者を捕獲させたら良いのに」

「ドローンは、そんな複雑な動きが出来ないのだろう。抵抗する人間を捕獲するのは、かなり難しい」

「タケルは、いったいどうするつもりなの」

「たぶん、スタン弾で眠らせてロシア機に戻す。それから地球に追い返す」
　

　ドローンは、噴射口からエンジン内部の冷却ダクトに侵入し、発電機が設置場所付近の隔壁で止まった。ドローンは、目に見えないほど細い針を隔壁に突き刺した。一瞬、ロシア機の電源が落ちた。ほぼ同時に予備バッテリーが、システムを立て直したが、そこにマルクが侵入した。浩太は、拳を握り締めた。

「よし、やったなマルク」

　マルクは、サイバーテロプログラムをロックした。アンドロメダに対する攻撃は、それで止まったがロシア機の乗員がそれを解除しようとしていた。マルクは、それを阻止しようとしたが浩太が止めた。

「マルク、やめろ。もっと確実な方法がある。軍用のハードウェアなら、自己崩壊機能がある。それを起動させるんだ。それとバックアップに同じプログラムがあるかもしれない」

「了解。自己崩壊機能を起動させた。バックアップは、航行用だけだ」

　浩太は、光学センサーの照準をロシア機に合わせた。操縦室の窓から内部が見える。二人の男が、崩壊を始めたハードウェアから出た煙に慌てている。男たちは、予期せぬ発火に驚いていたが、消化装置を使わずにヘルメットを被った。そして、操縦席の空気を排気した。

「消えちゃったわね」

「大丈夫、もうあのハードウェアは使えない。電気抵抗による発火だから、消化しても回路は既に焼き切れている」

　キャットウォークを通じてラボデッキに向っていたタケルは、そのことをマルクから報告を受けていた。
「そうか。良くやった。マルク、後はアンドロメダのシステムを点検してくれ。壊されたところを修復しろ」

「了解」

　ドローンから送られてくる情報では、侵入者が予備医療室で止まっていた。道に迷ったのだろうか。ラボデッキの直ぐ手前まで迫っていたタケルは、銃の安全装置を解除した。そして、ラボデッキに通じるハッチを開けた。このデッキでは、重力装置が稼動している。各研究室は、トーラス体（輪環体）に配置されている。キャットウォークは、その内縁部を通っている。タケルが出たのは、円環状の通路だ。タケルは、足音が響かないように通路を進んだ。予備医療室の入り口は、透明な素材に白いアスクレピオスの杖のレリーフで装飾されている。中から見えない位置に身を隠したタケルは、腕時計型の端末に触れた。船内センサーは、既に復帰していた。予備医療室の内部画像が空中に浮かんだ。侵入者の一人は、入り口から一番奥の部屋に居る。もう一人は、入り口がある壁に背を向けて銃を構えている。これは、急襲を受けたときの準備だ。飛び込めば、横から攻撃するつもりだろう。

　タケルは、誘き出すために何度か床を踏んだ。コツコツと音が響いた。センサー画像には、壁際にいる男が透明な入り口から外を見ている姿が映った。もう一度床を踏んだ。透明なドアが開いた。そこから男が顔を出した。タケルは、二発続けて撃った。スタン弾が二発、男の頭部に命中した。男は無言で崩れ落ちた。そして、倒れた男から銃を取り、予備医療室に飛び込んだ。診察室、検査室、病室、そして一番奥の部屋に辿り着いた。その部屋に入るドアは、中央に丸いハンドルがある潜水艦のハッチのような作りだった。ドアには、人工臓器培養室と書かれていた。こんな所で何をしているのだろうか。丸いハンドルを回そうとしたが、全く動かない。ロックされている。タケルは、ドアの横にあるコード入力キーに自分のコードを入れたが何も反応がない。

「マルク、どういうことだ」

「コードを書き換えられた。中に入るには、もう一度書き換える必要がある」

「急いでやってくれ」

「書き換えたが、内側のハンドルを何かで固定してある。物理的に開くしかない」
「打ち破るか」

タケルはセンサー画像から船内図に切り替えた。船内図によれば、単純なロックで丸いハンドルを回せばドアの四方に鋼鉄の杭が壁に入る仕掛けだ。そのハンドルを金属棒で固定してある。単純だが効果的な方法だ。切断用高出力トーチか、爆薬でも使わない限りこのドアを開けられない。予備医療室に変わるものがないか。タケルは器具のリストを呼び出したが、使えそうなものがない。

次に貨物室のリストを開いた。役に立ちそうなものは、掘削用のレールガンと指向性爆薬。一気に開くには、爆薬が良い。タケルは指向性爆薬と書かれた文字に触れた。それをトランスポーターのアイコンに入れた。これで予備医療室まで運んでくれる。

「マルク、そっちはどうだ」

「５８％、クリア。」

「良し、続けてくれ。」

「タケル、ロシア機から二人の男がアンドロメダに侵入した」

　そこに浩太から連絡が入った。

「中佐、そっちは囮かもしれない。二人がブリッジに向っています。これからシャトルの格納庫にペガサスを入れます」

　タケルは時刻を見た。

「大尉、残り四十分でタイムスリップが始まる。来るな」

「いいえ。仲間は見捨てません」

「しょうがない。時間が来れば逃げろ。それなら乗船を許可する」

「了解」

しぶしぶ、しかたなく、二度とアンドロメダに乗ることはない。格納庫の入り口を見ながら、そうスミレは思っていた。

「大尉、五秒後に格納庫に入るわ」

　浩太はペガサスの貨物室に居た。
「了解、ゼロ発進準備完了。いつでも開けてくれ」

　アンドロメダの大きな格納庫は、ペガサスを抱きかかえるように迎えた。貨物室の両開きハッチが開き、浩太が乗ったゼロが発進した。スミレ広い格納庫を飛んで行くゼロの背中を見ながら、改めてアンドロメダの大きさに関心した。だが、この格納庫にはシャトルが無いことに疑問を持った。ブリッジで見た高性能シャトルたちは、どこに格納されているのだろう。アンドロメダの船内図を開いて見た。ペガサスが居る格納庫とは別にシャトが三機入っているのと浩太が見た傷ついた戦闘機を収納してある格納庫が有った。
「こんなデカイ格納庫が、他に二つもあるのか」

ゼロに乗った浩太は、格納庫から通路を通り、予備医療室の前に倒れている男を掴んだ。そして、医療用ベッドに縛り付けた。
「これで目覚めても動けない」

　次にタケルが居る奥の部屋に入った。そこでは、タケルがドアにゴルフボール大の爆薬をセットしていた。

「中佐、任せてください。爆薬なんかいりません」

「え、どうやって開け・・・」

　タケルの言葉が終わらないうちにゼロがドアのハンドルを握った。浩太の力は、カムと動力によって増幅された。

「いきます」

　ビクともしなかったハンドルが、ゼロの力で回った。室内に鈍い金属が折れる音が響いたかと思うと丸いハンドルがスルスルと回った。
「大尉、ここは私が対処する。ブリッジに向ってくれ」

「了解」

　一人ペガサスに残ったスミレは、船内に居るゼロを含めた四人の動きを船内図で見ていた。後で入った二人は、船内をよく知らないらしい。あまり早く動いていない。それをゼロが追っている。予備医療室、奥の部屋のドアがゆっくり動いている。スミレはそれに触れた。するとその部屋の詳細が現れた。その中にスターシード計画と書かれたテキストがあった。
「なにこれ。スターシードって」

　この部屋には人工臓器培養の他にも用途があった。アンドロメダの目的地は、カシオペア座デルタ星系。最初の航行はクァドライブの試験と星系内の惑星調査。人類初の本格的な超光速航行が失敗した場合、アンドロメダはカシオペア座デルタ星系で救出を待つことになる。しかし、救出船を送ることが不可能となった場合には、アンドロメダをスペースコロニーとして活用する。乗員がカシオペア座デルタ星系で暮すことになる。或いは乗員の子孫が、地球から遠く離れた星系に生活しなければならない。そこでカシオペア座デルタ星系の惑星をテラフォーミングしなければならない。それも急いで行なう必要がある。テラフォーミングに必要な微生物や昆虫を含めた動植物を安定且つ大量に作らなければならない。ここは必要な生物のクローンを大量に培養するための部屋だった。
　スターシード計画、地球から七十五光年離れた空間に取り残された者の為の救済策。遥か彼方の惑星を新しく人類が住めるようにするには、一世代では無理かもしれない。それとも二十三世紀では、数年で惑星の環境を作り変えることが可能なのか。それにしてもアンドロメダがいくら大きな船でも、ここでずっと暮すのは問題がある。乗員は精鋭が揃っているが、逃げ場が無いところでどれだけ平常でいられるか。スミレは乗員の男女比率が気になった。乗員七十五名中、男六十名に女が十五名。数ヶ月なら保てるかもしれないが、先の見えない状態ならどうだろう。スミレは色々と想像してみたが、アンドロメダの処女航行が成功すれば問題がないと考えることを止めた。

　分厚いドアの向こうにあるクローン培養室は、合成区画と呼ばれる外科手術室に似た場所があり、その奥にバスケットコートくらいの広さを持った育成区画がある。男は合成区画の奥に居る。ドアからの距離は約三メートル。その距離なら外すことはない。が、それは相手も同じだ。最初の一撃が勝負を決める。息を大きく吸い込んだタケルは、培養室の分厚いドアを手前に引いた。呼吸を止めたまま一気にドアを開き床に滑り込み伏射姿勢を取った。しかし、男は両手を上げていた。
「撃つな。武器は持っていない」

タケルは特殊部隊の隊員のような強靭な肉体を持った男を想像していたが、痩身の青白い青年だった。タケルは立ち上がり、銃を構えたまま言った。
「ここで何をしていた」
　男は首を前に伸ばした。目を細めてタケルの顔をじっくり見た。
「タケルではないか」

　名を呼ばれたタケルは、半歩男に近付いた。

「どうして私の名前を知っているのだ」

「僕はザイラーの記憶を持っている。」

「ザイラーだと。通信士のザイラーか」

「そうだ」

「どういうことだ」
「説明したいが長い話になる」

　タケルは銃で床を指し示した。
「腹ばいになれ。話はそれからだ」

　男は素直に従った。タケルは銃口を男の頭に当てた。
「正直に答えろ。答えなければ二度と故郷に帰れない」

「わかったから撃つな」

　男の頭から少し銃口を離したタケルは、タイムスリップまでの残り時間を見た。約三十分、それまでに侵入者を帰さなくてはならない。タケルは余計な話を省いた。
「どんな情報を盗んだ」

「何も盗んでいない」

「では、何をしに来た」

「アンドロメダを掌握するためだ。そしてザイラーのクローンを作り、保存してあるザイラーの脳を移植する」
「クローンを作ったところで成長を待たなくてはならないだろう。おまえとザイラーの関係を話せ。手短にな」

　男の声が少し震えていた。

「苦しい。副作用だ。薬、予備医療室にある」

　苦しむ男の首を押さえたタケルは低い声で言った。

「何の副作用かしらないが、一発で楽にしてやろうか」

「う、わかった。ザイラーが主宰するアヌビス財団とはウラジオストックの病院で出会った。事故で入院したときだ。脳に障害が残った。それを治すのと引き換えにこの任務を引き受けた」
「アヌビス財団。何をしている財団だ」

「いろんな技術を売っている」

「それでアンドロメダを乗っ取ったとしても、ユカがいなければクァドライブを制御出来ない」

「そうだ。知っている。ザイラーのクローンとユカのクローンを作る。成長促進処置を行なえば早い」

「ユカのクローンならザイラーの命令に逆らうだろう」

「それは教育しだいだ」
「それでも同じ遺伝子を持っていても同じ能力を発揮するとは思えないな。それと作業はどこまで進んだ」

「さあな。ユカのクローンから始めた。うまくいったかどうか確認する前に掴まった」

「ユカで試したのか」

「そうだ。大事なのはザイラーのクローンだ。クァドライブを制御出来なくても得るものは大きい。世界を手に入れることが出来る」

「もういい。時間がない」

　タケルは男を立たせた。男はゆっくり立ち上がったが足がふらついている。タケルは男の背中を銃で押した。
「行け。薬が欲しいのなら歩け」

　

アンドロメダ船内の構造を大雑把に分ければ、先端外側付近にブリッジがあり、居住区画、格納庫区画、ラボデッキ、貨物デッキ、機関室の順に並ぶ。擬似重力があるのは、ブリッジと居住区画、ラボデッキと貨物デッキ。船内を移動するには、船尾から船首方向またその逆には主にリフトを使用する。横方向、船の中央から外側、もしくはその逆は擬似重力通路を使用する。また、浩太が展望娯楽室からブリッジに直行したキャットウォークは、緊急時かメンテナンス以外に使用されることはない。
その他に居住区～貨物デッキを移動するための擬似重力通路がある。この通路は、主に乗員の体力訓練を目的としているために幅が五メートルもあり、宇宙船の通路としてはかなり広い。後から侵入した男たちは、この通路を歩いていた。リフトを使えば早いのだが、この行動はリフト内に閉じ込められるのを恐れていると思われる。浩太はゼロでこの通路を行く男たちを追っていた。マルクが送ってくる情報では、男たちは二デッキ向こうに居る。各デッキは自動開閉式の隔壁で仕切られている。
「マルク、奴らの武装はどうだ」

「小火器だけのようだ」

「了解。いっきに突入する」

　ゼロの装甲なら９ミリの弾丸では、塗装を少し剥すくらいだ。速度を上げた浩太は、男たちがいるデッキの隔壁前で止まった。隔壁が開くのと同時に前方に飛び出した。
　不意をつかれた二人の男は、何が飛び出したのか理解できずに呆然と立ち尽くしていた。浩太は殺さない程度に二人を突き飛ばした。一人は床に叩き付けられて気を失った。もう一人は床を転がりながら突き飛ばされた勢いを受け流した。しかも回転しながら銃を抜いていた。デッキ内に銃声が響いた。弾丸はゼロの胸部に当たったが、少し傷を付けただけだった。浩太は恐怖にかられて連射してくると予想し、男に向って飛び掛ったが、ゼロの足元をすり抜けた。そしてゼロの左膝関節の裏に弾丸を発射した。ゼロの体制が崩れた。弾丸は跳ね返されたが、至近距離から撃たれた衝撃によって蛇腹装甲の一部が破損した。敵は一目でゼロの弱点を見抜いたのだ。
「まずい」

　思わず口に出した浩太は、上体を回転させた。男は手にペンのようなものを持っていた。それをゼロに向って投げた。

「爆弾」

　浩太はそれを拾い、投げ返そうとしたが男の姿が無かった。自動開閉隔壁が閉まるのが見えた。

「かなりまずい」

　浩太はともかくペンを隔壁に投げた。それが隔壁に当たり床に落ち爆発した。爆風によってゼロの外部カメラと聴音ソナーが故障した。撃たれた左膝はなんとか動くが、走るのは無理のようだ。
「ああ、くそ。出るしかないか」

　ゼロの頭部を開いた浩太は、また襲撃される可能性を考えて拳銃を構えながら出た。

「マルク、聞こえるか。奴はどこに行った」

「船尾に向っている」

「了解」

　ゼロから出た浩太は、突き飛ばして気を失っていた男に近寄った。首が妙な角度に折れていた。首筋に手を当てたが脈がない。男は爆発の衝撃で息絶えていた。逃げた男は仲間を犠牲にしたのだ。その非情な行動は、奴らの任務の重要性を物語っている。アンドロメダに侵入した泥棒をゼロで拿捕し、送り返すつもりだったが、その考えは甘かった。侵入者は命を賭して闘っている。ぶるっと体が震えた。これが武者震いというものなのか。
「落ち着け」

　自分に言い聞かせた。瞬時にゼロの弱点を見抜き、仲間をも犠牲にして勝利のために非情な選択をするような敵を一対一で倒さなければならない。武器は三十八口径の拳銃に弾丸が九発のみ。先回りして奇襲すれば勝てるかもしれない。
「マルク、ここからキャットウォークに行くにはどうすれば良い」

「一つ前方のデッキに交差路がある。案内の矢印を出す」

　浩太の前に赤い矢印が浮かび、それを追って進んだ。

「マルク、敵の位置を教えてくれ」

「格納庫区画をゆっくり船尾に向っている。襲撃を警戒しているようだ。この速度ならラボデッキまで五分以上かかる」

「了解。タイムスリップまでの残り時間を教えてくれ」

「十五分三十秒」

　浩太はスミレに連絡を入れた。

「スミレさん、時間が掛かりそうだ。僕が戻らなくても時間がくれば離脱してくれ」
　通信音の背後から微弱な振動音が聞こえる。ペガサスの補助エンジンが始動している。

「こちらペガサス。何時でも出られるわ。戻らないなんて言わないで、さっさと終わらせて帰って来なさい」

「了解。なるべく早く帰るよ」

　

　矢印に導かれて次のデッキに出た浩太は、横方向通路との交差点に進んだ。左右に伸びる横方向通路には、乗員室が並んでいた。矢印が上を向いた。天井に円形の穴が開き、そこからラダーが音も無く降りて来た。ラダーを登りながら浩太が言った。

「マルク、展望娯楽室のように重力装置を切れないのか」
「切る必要があるか」

「いや。これで良い」

ラダーを五段上ったところで重力から開放された。上に丸いハッチが見える。浩太はラダーを蹴った。浩太が辿り着くと同時にハッチのロックが解除された。ハッチは少し押しただけでクルマのスライドドアのように開いた。そこから水平方向に伸びる無重力のキャットウォークに入った浩太は、敵より早くラボデッキデッキ着くために円筒形の壁面を蹴った。浩太はキャットウォークを漂いながら自分の位置を想像してみた。通路から真上に上がり、水平方向に動いている。つまり通路の天井の上を飛んでいることになる。そう思えば気分が良い。浩太が進む方向にある隔壁が次々と開いていく。どのくらい進んだのだろうか。
「マルク、ラボデッキに近付いたら教えてくれ」

　マルクは答えなかった。

「そうか。キャットウォークでマルクと通信が出来ないのだった。では、ＩＥＭ７。ラボデッキに行きたい」
　ブリッジに向ったときに聞いた声が答えた。

「ラボデッキに通じるハッチは、開いたままです」

「そうか。ありがとう」
開いたハッチが見えるまで二分ほど掛かった。想像以上に遠い。距離にすれば、三百メートルはある。両手足を広げて減速した浩太は、開いたハッチから通路に続く円筒の中に足から入った。ここにはラダーが無かった。円筒と床との距離は約三メートル。浩太は通路に出る円筒の淵で手を広げ、速度を落とした。そして床に向って飛び降りた。その途端、足から壁に打ち付けられた。鉄棒の逆上がりをやろうして落下したような感じだった。
「なんだ。マルク、どういうことだ」

「ラボデッキと通路は、擬似重力が働く角度が九十度違う」
「ややこしいな」

　浩太が床だと思って見ていたのは、ラボデッキの壁だった。

「擬似重力通路の端にニュートラルゾーンがある。そこで角度を変えてから出る。リフトなら自動的に角度が変わる」

「そうなのか。えっと、壁が床で。こういう時は、目を閉じたほうが良いな」

　浩太は感じるままに立ち上がり目を開き、トーラス状通路の左右を見た。まるで巨大なババロア型の内部にいるようだ。その湾曲した通路の左右にいくつかドアらしいものが並んでいる。
「うん、これで良い。ニュートラルゾーンはどっちだ」

「左に見える」

　マルクが言った方向には、黄色く塗られたサークルがあった。

「あのサークルに敵が出てくるのだな」

「そうだ。サークル内に重力は無い」

「なるほど。そういう仕掛か。奴は仲間の所に行くのだろう。どっちだ」

「右に行けば予備医療室がある」

「了解。ここで食い止める」

浩太は膝をついた姿勢で拳銃を構えて待った。だが、なかなか敵が入ってこない。待ち伏せを恐れているのかもしれない。それなら、また爆弾を投げるつもりだろうか。ここで爆発すれば、まともに爆風を食らってしまう。敵の姿が見えた瞬間に倒すか、それとも最初の爆破を逃れてから撃つか。浩太は直ぐ近くに有ったドアに触れてみた。するとドアが横に動いた。照明が点いていない。通路から漏れる灯りだけが室内を照らしていた。
「マルク、ここは暗いな」

「予備船外作業用エアロックの準備室。ここの照明は、使用予定が無ければ点灯しない」
「なるほど、だから暗いのか。準備室ということは、何か置いてあるのか」

「船外活動用服が備えてある」

「そうか。こういう場所は、アンドロメダに何箇所か有るのか」

　いつも即答するマルクの返事が少し遅れた。

「浩太、それより敵が何か受信している」
「何かって、いったいどこからだ」

「発信源は地球。ロシア機を経由して受信している」

「地球からって。地球からここまで電波が届くのに五分かかる。五分前に発信された指令か。どんな内容だ」

「電波が微弱の上にノイズが多い。敵がノイズを消す作業をしている」

「マルク、敵より先にノイズを消せないのか」

「ノイズを消した。Ｚ、３Ｂ、１Ｂ、ＳＳ、Ｋ、／、－６、・」

「それは、戦闘機のデータに有ったものと同じか。いや、もっと前だ。ガダルカナルで見たものと同じなのか。偶然だろうか」
　浩太が戦っている間、予備医療室ではタケルがザイラーの記憶を持った男と先に倒した男を背中合わせに床に座らせていた。二人の両手首には、数珠のように連なったドローンが手錠のように取り付いている。先に倒した男は、何を聞いても答えなかったが、ザイラーの記憶を持った男のほうは、薬欲しさに尋ねもしないことまで答えた。ザイラーの記憶を持った男は、コードネームをショートストップ。もう一人がセカンド。ロシア機のパイロットである。この時点では、二人とも仲間が爆死したことを知らない。死んだ男は、元ロシア空軍士官でコードネームがファースト。浩太と交戦したのは、元イギリスEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(Ｓ),陸軍)
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EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(Ｓ),部)隊の軍曹であり、彼らの指揮官でもある。コードネームがセンター。本名は互いに知らされていない。
　以前ショートストップは、ウラジオストックの漁業コンビナートで働いていた。そこにアヌビス財団が新しい水産物加工機械の導入を斡旋した。それにともないショートストップが、機械の操作とメンテナンスの研修を受けることになった。そこで財団に目を付けられた。彼らに与えられた任務は、アンドロメダを確保すること。それにはユカのクローンとザイラーのクローンが必要であると聞かされていた。ショートストップの脳にインプットされたザイラーの記憶は、訓練期間の短縮をするために行なわれた。タケルはショートストップが必要としている薬品を注射器に装着してショートストップを睨んでいる。そして言った。
「それでザイラーと会ったのか。それを言えば薬をやる」

「会った。かなり高齢だった。だから自分のクローンに記憶を全て移すと言っていた。早く薬をくれ。苦しい」

「良いだろう」
　タケルはショートストップの首筋に注射器を当てた。ショーとスップの表情がみるみる良くなっていく。続いてそれを彼と背中合わせに座っているセカンドにも注射器を当てた。セカンドは眉間に皺を寄せて言った。

「何をするんだ。俺には必要ない」

　タケルは注射器をセカンドに見せた。

「これは、ただの鎮痛剤だ。ショートストップが欲しがっていたのは、副作用がある。脳にダメージを与えることがある。苦しいのは、記憶にない運動を肉体にさせたことによる。心配ない鎮痛剤が切れる頃には、その症状が消える」

　セカンドは何か言おうとしたが、鎮痛剤のせいで話せないようだ。ショートストップも眠そうな目をして黙っている。タケルは注射器を銃に持ち替えた。

「さあ二人とも立て。地球に帰れ」
　ふらふらと立ち上がった二人は、指示されるまま予備医療室を出た。タケルはトーラス通路を歩き始めた二人の後に付いた。そこに浩太から連絡が入った。

「中佐、現在ラボデッキの船外活動予備室にいます。敵の人は爆死。もう一人がラボデッキ手前の通路に居ます」

「大尉、そいつは元ＳＡＳだ。コードネーム、センター。指揮官だ。こっちは二人を捕らえた。こいつらを楯にして追い返す」

「中佐、かなり危険な奴です。そのセンターは仲間を犠牲にしてゼロを破壊しようとしました」

「ああ、そうだな。だが、こっちはパイロットを確保している。撃てば奴は帰れない。そこに船外活動服がある。それを着て外に出ろ。そしてペガサスに拾ってもらえ」
「しかし、一人では危険です」

「命令だ」

「了解」

　

　タケルの読みは完全に外れた。船外活動予備室の前に辿り着いた瞬間、通路からラボデッキのトーラス通路に飛び出たセンターに銃撃された。放たれた四発の弾丸は、ショートストップとセカンドの腹部に命中した。続いてタケルを狙ったが、無重力のニュートラルゾーンでバランスを崩した。タケルを狙った弾丸は、右肩の筋肉を貫いた。痛みに堪えて反撃をしようとしたが、右腕がしびれて動かない。タケルは急いで反対側に走った。体制を立て直したセンターがそれを追った。

その時、浩太はエアロックの中に居た。マルクからタケルが負傷したことを知った浩太は、スミレにペガサスでアンドロメダから離れるように指示した。そして、船外活動服とヘルメットを着用した姿でトーラス通路に出た。センターを追いかけようとしたが、背中のジェット付き生命維持装置が重く、ショートストップとセカンドの死体を跨ごうとして転びかけた。なんとか倒れずに姿勢を戻したが、既に視界からセンターの姿が湾曲した壁面の向こうに消えていた。そこで浩太は、注意をこっちに向けるために発砲した。
「こっちや、ＳＡＳの馬鹿たれ」

　その声が聞こえたのか、それとも銃声に反応したのか、敵が撃ち返して来た。弾丸は湾曲した壁面に当たり、浩太の足元に落ちた。

「おお、怒ったかな」

浩太はもう一度撃った。それに対しては反撃してこなかった。恐怖に駆られて連射し、弾を撃ち尽くすような敵ではない。無駄な弾は撃たないようだ。だが互いに姿が見えないのでは、このまま時間が経って行くだけだ。タケルを追うか浩太と交戦するか。奴は迷っているはずだ。それは浩太も同じだ。先に動いたほうが負けだが、アンドロメダのタイムスリップが刻々と迫っていることを考えれば、早期決着の必要がある。

「こっちから行くしかないか」
　頼れるのは、一丁の銃と二十三世紀の船外活動服。二十一世紀から二十二世紀に飛ばされた浩太は、高度に進歩した宇宙服に驚いた。更にこの船外活動服は、二十二世紀のそれより進歩している。手を覆うグローブは、まるで薄いゴム手袋のようだ。ジェット付き生命維持装置が無ければ、ジャージを着ているような感じだ。マルクの説明では、銃撃されても青あざが出来る程度で済むらしい。それが事実だとしても簡単に突撃するわけにはいかない。敵は爆弾を持っているかもしれない。
「もう一発撃ってみるか」

　浩太はトーラス通路の外側から敵が居そうな場所に向って撃った。そして、反撃を避けるために内側に隠れた。足音が聞こえる。

　敵は勝負どころと考えたのか、発砲しながら姿を見せた。

「鬼さんこちら」

　そう言った浩太は、ニュートラルゾーンに走った。弾が一発背中の生命維持装置に命中した。もう一発が左の肘近くに当たった。激痛が走る。
「痛いな。くそっ」

　相手との距離を見るために振り返った浩太は、敵が呆然と立っていることに気が付いた。敵にすれば、間違いなく命中させたのに浩太が倒れもしないことに驚いているようだ。だが、それも一瞬のことだった。銃を捨てた敵は、猛然と浩太に突進して来た。その迫力に押された浩太は、発砲することも出来ずにニュートラルゾーンまで下がった。敵に掴まれそうになったが、浩太は無重力を利用して飛び上がった。タックルは交わせたが、敵の手が銃に当たりニュートラルゾーンの外に銃が飛んだ。
　浩太に身を交わされたセンターは、体をひねりながら浩太に膝蹴りを入れたが、無重力状態では互いの体が反発し、センターは湾曲した壁面に飛んだ。反対側に飛んだ浩太のほうは、人の接近を感知した隔壁が開いた為に通路に飛び出した。飛び出した勢いを止めようとしたが、生命維持装置の重みが加わった体は止まらなかった。なんとか倒れるのを防ぐために足を踏ん張ったが、前のめりに倒れてしまった。そこにセンターが襲い掛かった。
　浩太の背中に馬乗りになったセンターは、後から浩太の首を絞めた。浩太は全く抵抗出来ないが、首周りの繊維が硬くなっていくのを感じた。強い力が加わったために首周りの繊維が硬化したのだ。船外服を着用していなければ、頚椎が折れたかもしれない。それでも怪力を誇示するようにセンターが絞める。浩太は両手を自分の腰に回した。生命維持装置のジェットは、左右に二つある。ジェットの操作ボタンが腰にある。ボタンを押す力加減で出力を調整するようになっていた。本来、大気も重力も無い状況で使用するジェットが、どの程度のパワーが出るのか判らないが、とにかく強くボタンを押した。少しなら動くかもしれない。

「ええっい」

　それは想像以上だった。二人の体は空中に浮かんだ。その直後、浩太とセンターは前方宙返りの状態で回転しながら次の隔壁に向って飛んだ。

「強すぎたか」

そう思った瞬間、背中に衝撃が走った。そして、床に落ちた。センターの力を感じない。立ち上がった浩太は、倒れているセンターを足で軽く蹴った。気を失っている。センターは背中から隔壁に衝突したようだ。本来なら自動開閉の隔壁が、飛んで来る二人の速度に反応しなかったのだ。

「大尉、聞こえるか」

　タケルの声だった。

「はい、センターは気を失っています。」

「良し。後は任せろ。ペガサスの格納庫は二デッキ先だ。早く行け。もうペガサスは外に出ている」

「了解」

　

　ペガサスは格納庫の直近に停止していた。格納庫の外壁には、ちょうどペガサスが出入り出来る程の口が開いている。宇宙服を着たスミレは、ペガサスのコクピットから格納庫内を見ていた。出入り口から真っ直ぐ上にエアロックが有る。そこから浩太が出てくるのを待っていた。
「ペガサスは減圧してあるわ。ハッチも開いているから、飛び込んで来て」

　スミレは浩太の返事を待った。残り時間があまり無い。

「どうしたの。早くして」

　それでも返事が無かった。浩太は格納庫に通じるエアロックの前でセンターと格闘していた。隔壁に衝突した衝撃は、センターの右鎖骨を折った。それでも浩太を追った。船外服を着ていた浩太は、背後から忍び寄る敵に気が付かなかった。エアロックに通じる減圧室に入ろうとした時、後からセンターの左腕が首に巻きついた。首は船外服が守ってくれるが、前に進むことが出来ない。浩太は思い切って肘を後ろに突き出した。浩太の肘打ちは、センターの脇腹に入った。センターの力が抜け、腕が解けた。開放された浩太は、減圧室のハッチを開けて飛び込んだ。脇腹を押さえたままセンターも飛び込んだ。浩太は減圧せずに格納庫側のハッチを開けた。船内の空気が一気に格納庫に流れた。このまま流れに任せれば格納庫に出る。浩太は床を蹴った。宙に浮いた浩太の体は、格納庫に向った。だが、格納庫に出る直前にセンターの腕が浩太の足を捕まえた。浩太は振り切るためにジェットを使った。ジェット噴射をまともに浴びたセンターは、力尽きて手を離した。浩太の体は、ジェットの力で格納庫に飛び出した。しかし、思った方向に進んでいない。姿勢を変えようとしたのだが、燃料を使い果たしてしまった。このままでは、ペガサスに辿り着けない。向きを変えるには、反対側の壁面を蹴るしかない。突然衝撃波が浩太を襲った。センターが爆弾を使ったのだ。壁に叩き付けられた浩太は、意識を失った。
　浩太が格納庫内に漂っている。ペガサスのコクピットでは、それをスミレが見ていた。タイムスリップまでの残り時間は五分を切っている。
「マルク、マニプレータで彼を捕捉して。それから、外に送り出して。後はなんとかするわ」

「スミレ、マニプレータが動かない。爆発で操作回路が損傷した。タケルは、まだ動けない。」
　浩太を諦めて一人で帰るか。

「しかたないわね」

　スミレは浩太に別れを告げるために光学センサーで彼を映し出した。拡大された画像の中で浩太の体がゆっくり回転している。壁に叩き付けられた直後は、ただ漂うだけで回っていなかった。おかしい。スミレは倍率を上げた。生命維持装置の映像が揺らいでいる。気体が漏れているのだ。ジェット燃料だろうか。スミレはセンサーの感度を赤外領域に広げた。可視光では見えなかったが、かなりの量が漏れている。成分は主に酸素と二酸化炭素。格納庫を加圧しなければ、浩太が窒息してしまう。いや、加圧してもヘルメットを外さなければ助からない。
マニプレータが動かないのなら、誰かがヘルメットを外しに行かなければならない。助けられるのはスミレしかいない。どうすれば良い。ペガサスには、宇宙空間で活動するための装備が無い。ジェット付きの宇宙服など必要ないからだ。宇宙空間で外に出る時に使うケーブル（命綱）は有るが浩太まで届かない。残る手は、ペガサスを格納庫に入れるしかない。そらからどうする。ペガサスの全長が約二十メートル。機体の幅が七メートル。格納庫の広さは、ペガサスを横に四機並べることが出来るが、自由に動かせるほどの空間では無い。浩太の動きと同調させるには無理だ。ぎりぎりまで接近してスミレがペガサスから離れる。浩太の体を掴みジェットを使いペガサスに戻る。
「そんなことが出来るはずないじゃない」

　そう思ったが、ともかくペガサスを格納庫に入れた。スラスターの噴射量を微調整しながらハッチを浩太に向けようとしたが、スラスターのジェット気流が格納庫の壁面に反射して上手く制御出来ない。機体を固定出来れば良いのだが、それもマニプレータが無ければ無理だ。
「しょうがないわね。後はどうにかなるか」

　スミレは大気圏用の主翼を広げた。伸縮性の主翼は、格納庫の内側と外側の壁面に到達した。主翼の先端が壁に沿って曲がったが、ペガサスは動かなくなった。主翼は修理しなければ、大気圏を飛行出来ないが、地球軌道まで帰れば何とかなるだろう。今は浩太を収容し、アンドロメダから離れることが重要だ。
　宇宙服にケーブルを付けたスミレは、浩太を目指してペガサスから離れた。浩太の体を掴んだスミレは、ヘルメットから彼の顔色を見た。まだ蒼くなっていない。
「じゃ、戻るわよ」

　スミレはケーブルを軽く引っ張った。それに反応したケーブル収納器がケーブルを巻き戻した。コクピット内に浩太を入れたスミレは、彼を副操縦席に固定した。ペガサス全体を加圧する時間が無い。スミレはコクピットを閉鎖し、緊急用酸素タンクを開いた。気圧表示が急速に上がった。三秒経過、０，７気圧。スミレは自分のヘルメットを外して確かめた。まだ少し苦しいが呼吸が出来る。
「外すわよ」

　スミレは浩太のヘルメットを外して浩太の顔に頬を寄せた。呼吸音が聞こえる。

「大丈夫ね」

　操縦装置に向いたスミレは、ディスプレイ上にある主翼の縮納ボタンに触れた。左翼は縮納されたが、右翼が全く反応しない。スミレはディスプレイを機体診断プログラムに変えた。右翼の根本に何か引っ掛かっている。このままでは、アンドロメダから出られない。
「何これ」

　それは人間だった。光学センサーがその姿を映した。スミレはそれを振り切ろうと何度も縮納ボタンに触れた。だが、全く動かなかった。
「取舵一杯。回頭」

　浩太は目を覚ましていた。

「なんだ。気がついていたのなら、もっと早く言ってよ」

「ディスプレイを叩く音で目が覚めた。右舷前方スラスター全開。急げ」
「は、はい」
　ペガサスが機体尾部を中心に回転を始めた。その動きに引っ掛かっていた人間がペガサスから振り落とされるように離れた。その直後、右翼が機体に吸い込まれた。姿勢を戻したスミレは、機首を出口に向けた。その時、アンドロメダが眩い光に包まれた。

「なにあれ」

「なんだろう。マルク、この光は何だ」

「クァシールドが起動した」

「クァシールドって、あの核爆弾を跳ね返したものか」

「違う。クァシールドは転送先に構造を・・・」

　浩太はマルクの説明を途中で止めた。

「マルク、時間が無い。ペガサスは出られるのか」

「大丈夫だ」

　

　マルクの言葉に安心したスミレは、補助エンジンの出力を上げた。滑るようにペガサスが光の中に入っていく。コクピットが青白い光に包まれた。ディスプレイが脱出まで五秒と表示している。光が消えた。コクピットの窓には、漆黒の宇宙空間が広がった。脱出まで残り二秒。スミレはメインエンジンの点火スイッチに指を乗せて言った。
「エンジン始動。出力６％」

　その時、窓の外に閃光が走り、アンドロメダがペガサスの前後方向に大きく揺れた。ペガサスから見れば、格納庫内部に少し引き戻された。しかも少し斜めに揺れたために、ペガサスは風強に吹かれた風鈴の短冊のように格納庫出口に叩きつけられた。その衝撃でスミレの体がコクピットの壁に飛んだ。スミレは急ぐあまり自分の体を座席に固定していなかったのだ。浩太はスミレが息をしているかどうか耳を澄ませた。呼吸音がする。生きているようだ。浩太は状況を把握するためにディスプレイを見た。機体上部にアンドロメダの外殻が食い込んでいた。ペガサスは格納庫の開いた出口に突き刺さっていた。コクピットが閉鎖されていなければ、急激な減圧が起こるところだった。助かったと思ったが、この状態ではどうなるか判らない。
「大尉」

　タケルの声だった。

「急いで戻れ。クァシールドはコクピットまで保護出来ない」

「つまりペガサスは、ちぎられるということですか」

「そうだ」

「了解」

　

　浩太はスミレにヘルメット被せた。そして自分もヘルメットを装着し、スミレを抱えてコクピットのハッチを開けようとした。だが、ハッチは動かなかった。緊急脱出装置は使えない。もし使えば宇宙空間に投げ出される。
「中佐、コクピットから出られません」

「何とかならないのか」

　浩太は少し考えて言った。

「アンドロメダを前進させることは出来ますか」

「可能だが、何をするつもりだ」
「では、合図を出したら前進させて下さい」

「了解」

　浩太はスミレを副操縦席に固定した。そして、機長席に座った。

「前部スラスター始動。仰角八十度。出力全開」

　ペガサスが振動し始めた。浩太は出力計を睨んだ。出力計のレベルが上がっていく。それが最高に達した時、

「中佐、今です」

　それを聞いたタケルがアンドロメダを前進させた。金属板を引き裂くような音がする。それが途切れた瞬間、ペガサスが鞭のようにしなり、格納庫に入った。浩太はスラスターの角度を正反対に向けた。

「中佐、格納庫を閉めて下さい」

　浩太に言われなくても既に格納庫の出口が閉じようとしていた。

「もう閉めたよ。生命維持装置の酸素は、どのくらい残っている」

「通常の呼吸で二十分くらいです」

「今から格納庫を加圧する。コクピットに微小な亀裂が見られる。加圧が完了するまでヘルメットを外すな」
「了解」

　すごい宇宙船だ。浩太はペガサスが格納庫の壁に衝突しないように姿勢を微調整しながらそう思った。ペガサスが衝突してもビクともしない。こんなものを特定の国家や組織が持てば、超光速航行が出来なくても太陽系の覇者になる。子供の頃、横須賀で初めて原子力空母を見た。山のような大きさに驚いた。アンドロメダはそれの三倍。
「大尉、加圧が終了した」

「了解」

　浩太は、まず自分のヘルメットを外し、深呼吸をしてからスミレのも外した。

「ううん」

　スミレが目を覚ました。

「どこか痛むか」

「ええ、なに」

「覚えてないのか」

　浩太はスミレに事態を説明した。

「それじゃ、帰れないのね」

「だけど命は助かった」

　そこでスミレは、一つの疑問を感じた。浩太の生命維持装置は、酸素漏れを起こしていた。
「ねえ、どうしてあなたは、窒息しなかったのよ。生命維持装置から酸素が漏れていたでしょう」

「あ、そう。漏れていたのは、呼気タンクだよ」

「どういう意味なの」

「つまり吐いた息を溜めるタンクに亀裂が入った。循環機能は失われたが、酸素の供給は止まっていない。それでも二十分そこそこで酸素切れだった」

　それを聞いたスミレは、両手で頭を抱えた。

「なあんだ。助けに戻らなくても良かったのね。」

　浩太は船外活動服の前を開いた。そして胸のポケットから棒状のチョコレートを取り出した。それを半分に折り、スミレに半分を渡した。

「お礼だよ」

　スミレは、それをむしり取るように口に入れた。

「ほう、元気出たね」

「ばーか」

　そう言って浩太の頭を小突いた。

「大尉」

　タケルの声だ。

「はい」

「今から格納庫の外壁全体に透過映像を投影する。外を見てみろ」

　スミレと浩太は、コクピットの窓を見た。そこには、漆黒の闇に浮かぶ青い地球の姿が有った。

「地球に戻ったのね」

　それにはタケルが答えた。

「スミレ、今見ているのは二十世紀の地球だ」

　気落ちしたスミレは、うなだれた。一方、浩太は目を輝かせて身を乗り出した。

「中佐、ペガサスから出て格納庫に漂いながら見ても良いですか」

「それは良いが、ハッチを開けるのに時間が掛かるぞ」

「はい、考えがあります」

　そう言いながら浩太は、ゼロのリモコンを取り出した。

「マルク、聞こえるか」

「浩太、聞こえている」

「今からゼロを呼び寄せる。ゼロの進行を妨げないようにしてくれ」

「了解。全て開いた」
「仕事が速いね。マルク」

「どういう意味だ」

「ほめたんだよ。マルク」

「そうか。ありがとう、浩太」

　ハイブリッド・パワード・スーツ、通称「ゼロ」は、搭乗する人間が操縦することで二足歩行が可能だ。ゼロには、二足歩行をするためのバランス装置が無い。搭乗者の動きに反応することで歩行する。ゼロ単独では、一歩も前に進めない。それを搭乗者が居なくても動けるようにリリィが、単独行動プログラムを付け加えた。ただ、どうしても倒れやすい。そこで単独で動く場合は、ゴリラのような四足歩行にした。通路を行くゼロをディスプレイで見たスミレは、その滑稽な歩き方に笑いを堪えていた。浩太はゼロの動きを冷静に観察していた。
「やはり膝の動きが変だな。銃弾と爆発のせいだ」

　浩太の言うことをスミレには理解出来ない。

「ねえ、どこが変なのかっていうより全体が変な動きだけど」

「まあ、最初に四足歩行をさせたときは笑ったけどね。こういう動きは、設計段階では考慮して無かった。後で加えた。操縦者がゼロから離れて行動中に何かのトラブルで、つまり負傷して動けない場合、ゼロがリモコンに向うように制御プログラムと膝関節部分を改造した」
　真面目にゼロのことを話す浩太の顔は、傷ついた子犬を心配する少年のようだ。その表情と四足で歩くゼロの姿と重なり、微笑ましく、可愛くもある。スミレは笑いを堪えきれなかった。
「ふふ」

「まだ何か、おかしいか」

「なんだか可愛くて」
「ふーん。ゼロを可愛いと言われたのは初めてだ。」

　スミレは、そうじゃなくて、と言いかけて話を変えた。

「ゼロが近付いて来るけど、どうやってハッチを開けるのよ」

「ハッチは開けない。そんな手の込んだことは、ゼロ単独で出来ない」

　そう言って浩太はヘルメットを被った。

「スミレさんも被ったほうが良いよ。念のために」

「どうして」

「ゼロの頭部は、コクピットの窓より硬い。」

「まさか」

「そう」

　スミレは急いで被った。ゼロは開け放たれた減圧室に到達していた。

「三、二、一。ジャンプだ、ゼロ」

　浩太はリモコンのスイッチを押した。壁を蹴ったゼロが真っ直ぐペガサスに向かって来た。スミレは目を閉じた。衝撃音と共に透明な高硬度ガラスが粉々に砕け散った。

「さあ、出よう」

　浩太は足で窓に突っ込んでいるゼロの頭を押した。ゼロは音もなく、ゆっくりと後方に下がった。続いて浩太は、コクピットの減圧装置を作動させた。ガラスの破片がコクピット後ろに流れていく。全ての破片が無くなったのを確認した浩太は、ヘルメットも船外活動服も脱いで投影された宇宙空間に躍り出た。そして、上着のジッパーを開き、それを翼のように広げた。一気圧の中では、これでコウモリのように移動が可能だ。ペガサスを振り返った浩太は、コクピットから這い出すスミレを見た。爆弾が爆発した時点の格納庫の気圧は、ジェットが放ったガスと一時的に開放された通路から吹き込んだごく希薄なものだった。そのために助かった。スミレが来てくれなくても。しかし、彼女の勇気には敬意を払おう。浩太はスミレに宇宙軍式の脇を閉めた敬礼を送った。

　ペガサスから出たスミレは、宇宙遊泳を楽しんでいる浩太を無視して開け放たれた減圧室を目指した。通常なら宇宙ステーション規模の大きさを持つアンドロメダなら自動的に閉まるはずだが、爆発で故障したのか閉じられていない。格納庫から船内通路を結ぶ出入り口は、この減圧室以外にリフトを含めて三ヶ所存在している。スミレが開いた減圧室を選んだのは、彼女の宇宙遊泳能力が浩太のように巧みではないからだ。下手に閉じられたハッチを目指せば、激突してしまう。それより開いた減圧室に飛び込み、そのまま通路に入れば床に落下する。数十センチの落下ならケガもしないだろう。それは正しい選択だったが、一つ忘れていたことがあった。真空ではなく、今は一気圧なのだ。スミレの体は空気の抵抗によって徐々に減速していき、減圧室の少し手前で止まった。
「ああ、あと少しだったのに」

　何とかしようと腕を伸ばしたが、逆に遠くなった。

「おおい、どうした」

　浩太が近くまで来ていた。

「何でもないわ」

「そうは見えないけど」

「じゃ、何とかしてよ」

「了解」

　どうやったのかスミレには理解できなかったが、まるで魚が泳ぐように浩太が減圧室に入った。振り返った浩太は、スミレの手を握って引き入れ、そのまま浩太はスミレを通路まで連れて行った。
「いつまで手を握っているのよ」

「えっ。なに？ああ」

　スミレは浩太の手を振り切り、船首に向って歩き出した。

「スミレさん。どこに行くの？」

「どこって。こんな目に会わされて黙ってられないわ。こうなった理由を全て話してもらうのよ」

「あのね。たぶん中佐は予備医療室だと思う」
「だから何よ」

「方向が逆。それに手術中だと思う。それでも行くか」
　スミレは迷った。未知の宇宙船に乗り込み、訳がわからないまま戦闘に巻き込まれた。こんなことに巻き込んだ張本人に会って文句の一つも言ってやりたい。しかし、負傷したタケルに怒鳴り込むのも大人気ない。

「やめとくわ。手術なんて見たくない」

「そう。それなら娯楽室に行くと良い。食べ物もあるよ」

「そうね。チョコ半分じゃ足りないし」

「娯楽室には矢印が案内してくれるよ」

　予備医療室では上半身裸のタケルがベッドに横たわっていた。彼の肩にはゴルフボールのような医療用ドローンがタケルの肩に取り付いていた。ディンプルから髪の毛ほどの細いワイヤーが肩に何本も刺さっている。そこに浩太がやって来た。
「中佐、状態はいかがですか」

「深呼吸をすると痛むが大丈夫だ。スミレさんはどこだ」

「娯楽室で待っています。手術を見たくないそうです」

「大尉、頼みがある」

「はい」

「人工臓器培養室の様子を見てくれ。医療ドローンが鎮静剤を投与したようだ。睡魔が襲ってきた。まもなく私は眠る」

「了解」

　タケルの懸念はユカのクローンが実際に作られ、尚かつ成長しているのかだ。浩太はそれを知らないが、何も聞かずに指示に従い、予備医療室を出て行った。
「大尉・・・」

　呼びかけた声は浩太に届かなかった。そこでタケルはマルクを呼び出した。
「マルク、大尉にクローンが作られていないか調べるように言ってくれ」

「中佐、育成室の通信システムは回復していません。しかし、居場所なら分かります」

「では、彼が出てきたら説明してくれ」

「その必要は無いようです。既に育成室でコツコツやっています」
「コツコツとは何のことだ」

「クローン培養器を調べています」

「そうか。後は頼む・・・」

　タケルは深い眠りに落ちた。

　浩太は合成区画の奥にある標準的な小学校の体育館のような広さに大小様々な半透明のガラス容器がずらりと並んだ部屋に入っていた。並んだガラス容器の間は、人がやっと通れる程の隙間しかない。これは何だろう。どれも空で何も入っていないようだ。
「マルク」

　返事が無い。ここはマルクの感知圏外か。見ろと指示されたのだから、一つ一つ調べて行くか。浩太はガラス容器を覗きながら指で軽く突いた。

「感なし」

　次の保育器も異常がなかった。

「これも感なし」

　だいたい、ここは何をするところなのだろう。人工臓器を作るには数が多すぎるし、中には赤ん坊が入るような大きさのもある。象の肝臓でも作るのだろうか。赤ん坊、思い出した。そうだ保育器だ。従姉の冥が出産したときに見た。それにしても大小あるのが謎だ。並んだガラス容器の半分まで調べたとき、赤ん坊が入れる大きさの物に反応があった。
「感あり」

　他の容器と全く違う音だ。中に液体が入っている。それにガラスが暖かい。浩太は急いでその部屋から出た。合成区画を抜け、予備医療室に入ったところでマルクを呼んだ。
「マルク、液体が入った容器があった。あれは何だ」

「浩太、それはクローンの保育器だ」

「クローン？」

「そうだ。合成区画で進行状況をモニター出来る。ユカのクローンを敵が作ろうとしていた。それが事実なら止めたほうが良い」

「分かった。方法を教えろ」
「教えたいが、合成区画に今は入れない」

「まだシステム障害が直っていないのだな」

「うーむ。大声で叫ぶというのはどうだ」

「そういう問題ではない」

「そうだな」

　浩太はしばらく考えた。

「そうだ。ちょっと待ってろ」

　予備医療室を飛び出した浩太は、数分後に船外活動用のヘルメットを二つ持ち帰った。
「これを一つ、ここに置く。もう一個を持って合成区画に入る」

「なるほど。これなら会話が可能だが、会話だけで操作可能か」

「それはマルクの説明能力しだい。ともかくやってみよう」

　合成区画にある手術台のようなテーブルは、それ自体がディスプレイとインターフェイスになっていた。マルクの指示で作成中のクローンを呼び出した。テーブルの上に薄い膜状の椀が浮かんだ。そこに受精卵らしきものがくっついていた。浩太は学校で習ったことを思いだした。

「マルク、これは着床とかいう状態だ」

「それなら、もう受精卵になっている」

　受精卵を拡大した。分裂が始まっていた。

「もう細胞が分裂を始めている。これを取り除くか」

「まずユカのクローンかどうか調べて欲しい」

　浩太は受精卵のＤＮＡを検索にかけた。答えは瞬時に出た。ユカのＤＮＡと一致した。

「マルク、どうしよう。このままではユカが誕生する」

「私に判断をする権限はない」

「誰が権限を持っているのか」
「本人もしくは船長だが、どちらもいない」

「ユカが誕生したら、ややこしいな」

　浩太は考えあぐねてテーブルに手をついた。その時、何かのスイッチが入った。

「なんだ、なんだ。何かディスプレイが動き出した。」

「浩太、どこかに作業名が出ていないか」

　テーブルの端にＧＭＰの文字が有った。

「ＧＭＰって何だ」

「遺伝子組み換えだ。直ぐに止めろ。文字を二度手で拭けば良い」

　浩太は急いで文字を拭いた。ディスプレイが止まった。

「まずいな。もう一度ＤＮＡを検索してみる」

　検索結果には何も出なかった。受精卵はユカ以外の者になっていた。

「ありゃ、別者になっている。怪物だったらどうしよう」

「テーブルの右端にルーラーがある。それを動かせば、一年後にどうなるか想像図が現れる」

　浩太はマルクの言う通りに操作した。ディスプレイには、青い目をした可愛い女の子が浮かんだ。

「怪物ではないようだ」

　浩太はその子に妙な愛おしさを感じた。

「マルク、このまま誕生させよう。いきさつは、ちょっと変わっているが命に変わりない」

「了解」

　娯楽室でスミレは合成されたハンバーガーを食べながらアンドロメダの概要を見ていた。システムの修復が完了していない上にアクセスが禁じられているファイルが多いが、それでもスミレが育った時代より百年先のテクノロジーを垣間見ることが出来た。超光速船は実験機を除けば、アンドロメダが最初の船だった。もちろん恒星間航行船としても史上初。メインエンジンはクァドライブという。量子駆動装置（Quantum　conveyance　drive）の略。原子サイズのワームホールを作り、物質を原子単位で移送する。それを行き先で再構築する。
　クァセンサー、上記の原理を応用した超空間探知装置。クァシールド、フォースフィールドとも呼ぶ。
クァシールドは分解した物質を保護する役目を果たす。人工重力発生装置、クァドライブのパワーを制御し、一定の力で物質を引き付ける。通常、メインエンジンとは別の動力源を使用する。

　超光速シークエンス概要、クァセンサーにより搬送可能な空間を探知する。次にクァシールドを搬送先空間に発生させる。同時に搬送物体を原子単位に分解し、瞬時に送り込む。

　クァドライブ以外にプラズマ推進エンジンＤ１０型を六機搭載している。これにより地球－火星間を二百時間で航行可能。姿勢制御スラスターとアンドロメダ所属のシャトルにはＤＦ型が搭載されている。スミレはＤＦ型のデータを開いた。
「ＤＦ型なら知っているわ。未来のエンジンだと習った」

　スミレは溜息を付いた。ブリッジでシャトルの擬似飛行をした時は、操縦に夢中でこれがどれほど優れているか考えもしなかった。データの数値が正しいのならペガサスなど、アンドロメダに搭載されているシャトルから比べれば子供の遊具みたいなものだ。史上初めて地球以外の天体に人を送ったサターンロケットの推力を百倍も上回る。軽く吹かしただけで第二宇宙速度に達する。いや、吹かすこともない。
　武装、アンドロメダは武器としての機器を積んでいないが、使用方法しだいで強力な武器となる超大型マスドライバー（レールガン）を装備している。一撃で小惑星を粉砕する。こんな物が過去に持ち込まれたら、世界が変わってしまう。進んだテクノロジーを受け入れる社会が構築されていなければ、混乱を招き人類社会が混迷の時代を迎えることになるだろう。
　しかし、これほどのテクノロジーで作られた宇宙船が、どうして時空間を漂流することになったのか。いったいアンドロメダに何が起こったのか。スミレはアンドロメダのログを開こうとしたがアクセスを拒否された。

「しょうがないわね」

スミレはマルクを呼び出した。

「アクセス制限を解除してくれない」

「中佐の許可がいる」

「なら、タケルを起こして」

「起こさないほうが良い。今は静養が必要だ」

「待ってられないわ。今から起こしに行く」

　スミレの声が届いたのか、タケルが目を覚ました。眠そうな声だ。
「知りたい事を話そう。大尉も連れて来てくれ」

　

　自分に子供がいれば、ディスプレイに浮かんだ娘のような姿なのだろうか。浩太は想像図の角度を変えてみたり、想像の中で産着を着せてみたり、誰が育てるのかという最重要課題を気にすることもなく、あれこれ考えてみた。歩けるのかな。浩太はシミュレーションの赤ん坊を立たせた。自力で立てるようだ。「あんよがじょうず」
と言ってみた。すると赤ん坊は右に左に傾きながらも歩き出した。二歩、三歩。そこで座り込んだ。
「まだ早かったかな」

「何をニヤニヤしているのよ」

　気がつけばスミレが合成区画の入り口に立っていた。

「あ、これ、見て」

　スミレは浩太が指差す画像を覗き込んだ。

「ふーん、可愛い子ね。で、この異常な事態の中で、こんな映像を作って遊んでたわけ」

　浩太は返答に困った。

「遊んでないよ」

「じゃ、何なのよ」

　スミレに問われた浩太は、ここまでの経緯を話した。

「なるほど。原因は理解したわ。でも、これからどうするのよ」

「なんとかなるよ」

「なんとか。ね。子供を育てるのって大変なのよ」

　浩太は無言で「わかっている」とスミレを見つめた。

「まあ良いわ。後で考えましょう。それよりタケルが、こうなった原因を話してくれるわ」

「了解、行こう」

　映像を消した浩太は立ち上がり、スミレとタケルが休んでいる部屋に向った。

　予備医療室ではタケルが半身を起こして待っていた。少し肩を気にしている。スミレは開口一番、アンドロメダに起こった事態の説明を求めた。
「アンドロメダの『概要』を見たわ。あれだけでは、アンドロメダに何が起こったのか何も分からない。一から説明してちょうだい。今さら未来を知ることは危険だなんて無意味な論理よ。百年も過去に飛ばされたのだから、その原因を知る権利が私にはあるわ」

　タケルはマルクに命じた。

「マルク、ディスプレイを出せ」

　音もなく壁が開き、小型宇宙船の姿が現れた。

「これは実験船ニールスだ。ここから全てが始まった」
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